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    第一章


    
      1わたしたちの間あいだに成就じょうじゅされた出来事できごとを、最初さいしょから親したしく見みた人々ひとびとであって、 2御言みことばに仕つかえた人々ひとびとが伝つたえたとおり物語ものがたりに書かき連つらねようと、多おおくの人ひとが手てを着つけましたが、 3テオピロ閣下かっかよ、わたしもすべての事ことを初はじめから詳くわしく調しらべていますので、ここに、それを順序じゅんじょ正ただしく書かきつづって、閣下かっかに献けんじることにしました。 4すでにお聞ききになっている事ことが確実かくじつであることを、これによって十分じゅうぶんに知しっていただきたいためであります。
    


    
      5ユダヤの王おうヘロデの世よに、アビヤの組くみの祭司さいしで名なをザカリヤという者ものがいた。その妻つまはアロン家いえの娘むすめのひとりで、名なをエリサベツといった。 6ふたりとも神かみのみまえに正ただしい人ひとであって、主しゅの戒いましめと定さだめとを、みな落度おちどなく行おこなっていた。 7ところが、エリサベツは不妊ふにんの女おんなであったため、彼かれらには子こがなく、そしてふたりともすでに年老としおいていた。
    


    
      8さてザカリヤは、その組くみが当番とうばんになり神かみのみまえに祭司さいしの務つとめをしていたとき、 9祭司さいし職しょくの慣例かんれいに従したがってくじを引ひいたところ、主しゅの聖所せいじょにはいって香こうをたくことになった。 10香こうをたいている間あいだ、多おおくの民衆みんしゅうはみな外そとで祈いのっていた。 11すると主しゅの御使みつかいが現あらわれて、香こう壇だんの右みぎに立たった。 12ザカリヤはこれを見みて、おじ惑まどい、恐怖きょうふの念ねんに襲おそわれた。 13そこで御使みつかいが彼かれに言いった、「恐おそれるな、ザカリヤよ、あなたの祈いのりが聞ききいれられたのだ。あなたの妻つまエリサベツは男おとこの子こを産うむであろう。その子こをヨハネと名なづけなさい。 14彼かれはあなたに喜よろこびと楽たのしみとをもたらし、多おおくの人々ひとびともその誕生たんじょうを喜よろこぶであろう。 15彼かれは主しゅのみまえに大おおいなる者ものとなり、ぶどう酒しゅや強つよい酒さけをいっさい飲のまず、母ははの胎内たいないにいる時ときからすでに聖霊せいれいに満みたされており、 16そして、イスラエルの多おおくの子こらを、主しゅなる彼かれらの神かみに立たち帰かえらせるであろう。 17彼かれはエリヤの霊れいと力ちからとをもって、みまえに先立さきだって行いき、父ちちの心こころを子こに向むけさせ、逆さからう者ものに義人ぎじんの思おもいを持もたせて、整ととのえられた民たみを主しゅに備そなえるであろう」。 18するとザカリヤは御使みつかいに言いった、「どうしてそんな事ことが、わたしにわかるでしょうか。わたしは老人ろうじんですし、妻つまも年としをとっています」。 19御使みつかいが答こたえて言いった、「わたしは神かみのみまえに立たつガブリエルであって、この喜よろこばしい知しらせをあなたに語かたり伝つたえるために、つかわされたものである。 20時ときが来くれば成就じょうじゅするわたしの言葉ことばを信しんじなかったから、あなたはおしになり、この事ことの起おこる日ひまで、ものが言いえなくなる」。 21民衆みんしゅうはザカリヤを待まっていたので、彼かれが聖所せいじょ内ないで暇ひまどっているのを不思議ふしぎに思おもっていた。 22ついに彼かれは出でてきたが、物ものが言いえなかったので、人々ひとびとは彼かれが聖所せいじょ内うちでまぼろしを見みたのだと悟さとった。彼かれは彼かれらに合図あいずをするだけで、引ひきつづき、おしのままでいた。 23それから務つとめの期日きじつが終おわったので、家いえに帰かえった。
    


    
      24そののち、妻つまエリサベツはみごもり、五か月げつのあいだ引ひきこもっていたが、 25「主しゅは、今いまわたしを心こころにかけてくださって、人々ひとびとの間あいだからわたしの恥はじを取とり除のぞくために、こうしてくださいました」と言いった。
    


    
      26六か月げつ目めに、御使みつかいガブリエルが、神かみからつかわされて、ナザレというガリラヤの町まちの一いち処女しょじょのもとにきた。 27この処女しょじょはダビデ家いえの出でであるヨセフという人ひとのいいなづけになっていて、名なをマリヤといった。 28御使みつかいがマリヤのところにきて言いった、「恵めぐまれた女おんなよ、おめでとう、主しゅがあなたと共ともにおられます」。 29この言葉ことばにマリヤはひどく胸騒むなさわぎがして、このあいさつはなんの事ことであろうかと、思おもいめぐらしていた。 30すると御使みつかいが言いった、「恐おそれるな、マリヤよ、あなたは神かみから恵めぐみをいただいているのです。 31見みよ、あなたはみごもって男おとこの子こを産うむでしょう。その子こをイエスと名なづけなさい。 32彼かれは大おおいなる者ものとなり、いと高たかき者ものの子こと、となえられるでしょう。そして、主しゅなる神かみは彼かれに父ちちダビデの王座おうざをお与あたえになり、 33彼かれはとこしえにヤコブの家いえを支配しはいし、その支配しはいは限かぎりなく続つづくでしょう」。 34そこでマリヤは御使みつかいに言いった、「どうして、そんな事ことがあり得えましょうか。わたしにはまだ夫おっとがありませんのに」。 35御使みつかいが答こたえて言いった、「聖霊せいれいがあなたに臨のぞみ、いと高たかき者ものの力ちからがあなたをおおうでしょう。それゆえに、生うまれ出でる子こは聖せいなるものであり、神かみの子こと、となえられるでしょう。 36あなたの親族しんぞくエリサベツも老年ろうねんながら子こを宿やどしています。不妊ふにんの女おんなといわれていたのに、はや六か月げつになっています。 37神かみには、なんでもできないことはありません」。 38そこでマリヤが言いった、「わたしは主しゅのはしためです。お言葉ことばどおりこの身みに成なりますように」。そして御使みつかいは彼女かのじょから離はなれて行いった。
    


    
      39そのころ、マリヤは立たって、大急おおいそぎで山里やまざとへむかいユダの町まちに行いき、 40ザカリヤの家いえにはいってエリサベツにあいさつした。 41エリサベツがマリヤのあいさつを聞きいたとき、その子こが胎内たいないでおどった。エリサベツは聖霊せいれいに満みたされ、 42声こえ高たかく叫さけんで言いった、「あなたは女おんなの中なかで祝福しゅくふくされたかた、あなたの胎たいの実みも祝福しゅくふくされています。 43主しゅの母上ははうえがわたしのところにきてくださるとは、なんという光栄こうえいでしょう。 44ごらんなさい。あなたのあいさつの声こえがわたしの耳みみにはいったとき、子供こどもが胎内たいないで喜よろこびおどりました。 45主しゅのお語かたりになったことが必かならず成就じょうじゅすると信しんじた女おんなは、なんとさいわいなことでしょう」。 46するとマリヤは言いった、

      
        「わたしの魂たましいは主しゅをあがめ、

        47わたしの霊れいは救主すくいぬしなる神かみをたたえます。

        48この卑いやしい女おんなをさえ、心こころにかけてくださいました。

        今いまからのち代々よよの人々ひとびとは、わたしをさいわいな女おんなと言いうでしょう、

        49力ちからあるかたが、わたしに大おおきな事ことをしてくださったからです。

        そのみ名なはきよく、

        50そのあわれみは、代々よよ限かぎりなく

        主しゅをかしこみ恐おそれる者ものに及およびます。

        51主しゅはみ腕うでをもって力ちからをふるい、

        心こころの思おもいのおごり高たかぶる者ものを追おい散ちらし、

        52権力けんりょくある者ものを王座おうざから引ひきおろし、

        卑いやしい者ものを引ひき上あげ、

        53飢うえている者ものを良よいもので飽あかせ、

        富とんでいる者ものを空腹くうふくのまま帰かえらせなさいます。

        54主しゅは、あわれみをお忘わすれにならず、

        その僕しもべイスラエルを助たすけてくださいました、

        55わたしたちの父祖ふそアブラハムとその子孫しそんとを

        とこしえにあわれむと約束やくそくなさったとおりに」。

      
56マリヤは、エリサベツのところに三か月げつほど滞在たいざいしてから、家いえに帰かえった。
    


    
      57さてエリサベツは月つきが満みちて、男おとこの子こを産うんだ。 58近所きんじょの人々ひとびとや親族しんぞくは、主しゅが大おおきなあわれみを彼女かのじょにおかけになったことを聞きいて、共ともどもに喜よろこんだ。 59八日目かめになったので、幼おさな子ごに割礼かつれいをするために人々ひとびとがきて、父ちちの名なにちなんでザカリヤという名なにしようとした。 60ところが、母親ははおやは、「いいえ、ヨハネという名なにしなくてはいけません」と言いった。 61人々ひとびとは、「あなたの親族しんぞくの中なかには、そういう名なのついた者ものは、ひとりもいません」と彼女かのじょに言いった。 62そして父親ちちおやに、どんな名なにしたいのですかと、合図あいずで尋たずねた。 63ザカリヤは書かき板いたを持もってこさせて、それに「その名なはヨハネ」と書かいたので、みんなの者ものは不思議ふしぎに思おもった。 64すると、立たちどころにザカリヤの口くちが開ひらけて舌したがゆるみ、語かたり出だして神かみをほめたたえた。 65近所きんじょの人々ひとびとはみな恐おそれをいだき、またユダヤの山里やまざとの至いたるところに、これらの事ことがことごとく語かたり伝つたえられたので、 66聞きく者ものたちは皆みなそれを心こころに留とめて、「この子こは、いったい、どんな者ものになるだろう」と語かたり合あった。主しゅのみ手てが彼かれと共ともにあった。

      
        67父ちちザカリヤは聖霊せいれいに満みたされ、預言よげんして言いった、

        68「主しゅなるイスラエルの神かみは、ほむべきかな。

        神かみはその民たみを顧かえりみてこれをあがない、

        69わたしたちのために救すくいの角つのを

        僕しもべダビデの家いえにお立たてになった。

        70古ふるくから、聖せいなる預言者よげんしゃたちの口くちによってお語かたりになったように、

        71わたしたちを敵てきから、またすべてわたしたちを憎にくむ者ものの手てから、救すくい出だすためである。

        72こうして、神かみはわたしたちの父祖ふそたちにあわれみをかけ、その聖せいなる契約けいやく、

        73すなわち、父祖ふそアブラハムにお立たてになった誓ちかいをおぼえて、

        74わたしたちを敵てきの手てから救すくい出だし、

        75生いきている限かぎり、きよく正ただしく、

        みまえに恐おそれなく仕つかえさせてくださるのである。

        76幼おさな子ごよ、あなたは、いと高たかき者ものの預言者よげんしゃと呼よばれるであろう。

        主しゅのみまえに先立さきだって行いき、その道みちを備そなえ、

        77罪つみのゆるしによる救すくいを

        その民たみに知しらせるのであるから。

        78これはわたしたちの神かみのあわれみ深ふかいみこころによる。

        また、そのあわれみによって、日ひの光ひかりが上うえからわたしたちに臨のぞみ、

        79暗黒あんこくと死しの陰かげとに住すむ者ものを照てらし、

        わたしたちの足あしを平和へいわの道みちへ導みちびくであろう」。

      
80幼おさな子ごは成長せいちょうし、その霊れいも強つよくなり、そしてイスラエルに現あらわれる日ひまで、荒野あらのにいた。
    

  


  


  
    第二章


    
      1そのころ、全ぜん世界せかいの人口じんこう調査ちょうさをせよとの勅令ちょくれいが、皇帝こうていアウグストから出でた。 2これは、クレニオがシリヤの総督そうとくであった時ときに行おこなわれた最初さいしょの人口じんこう調査ちょうさであった。 3人々ひとびとはみな登録とうろくをするために、それぞれ自分じぶんの町まちへ帰かえって行いった。 4ヨセフもダビデの家系かけいであり、またその血統けっとうであったので、ガリラヤの町まちナザレを出でて、ユダヤのベツレヘムというダビデの町まちへ上のぼって行いった。 5それは、すでに身重みおもになっていたいいなづけの妻つまマリヤと共ともに、登録とうろくをするためであった。 6ところが、彼かれらがベツレヘムに滞在たいざいしている間あいだに、マリヤは月つきが満みちて、 7初子ういごを産うみ、布ぬのにくるんで、飼葉かいばおけの中なかに寝ねかせた。客間きゃくまには彼かれらのいる余地よちがなかったからである。
    


    
      8さて、この地方ちほうで羊飼ひつじかいたちが夜よる、野宿のじゅくしながら羊ひつじの群むれの番ばんをしていた。 9すると主しゅの御使みつかいが現あらわれ、主しゅの栄光えいこうが彼かれらをめぐり照てらしたので、彼かれらは非常ひじょうに恐おそれた。 10御使みつかいは言いった、「恐おそれるな。見みよ、すべての民たみに与あたえられる大おおきな喜よろこびを、あなたがたに伝つたえる。 11きょうダビデの町まちに、あなたがたのために救主すくいぬしがお生うまれになった。このかたこそ主しゅなるキリストである。 12あなたがたは、幼おさな子ごが布ぬのにくるまって飼葉かいばおけの中なかに寝ねかしてあるのを見みるであろう。それが、あなたがたに与あたえられるしるしである」。 13するとたちまち、おびただしい天てんの軍勢ぐんぜいが現あらわれ、御使みつかいと一緒いっしょになって神かみをさんびして言いった、

      
        14「いと高たかきところでは、神かみに栄光えいこうがあるように、

        地ちの上うえでは、み心こころにかなう人々ひとびとに平和へいわがあるように」。

      
15御使みつかいたちが彼かれらを離はなれて天てんに帰かえったとき、羊飼ひつじかいたちは「さあ、ベツレヘムへ行いって、主しゅがお知しらせ下くださったその出来事できごとを見みてこようではないか」と、互たがいに語かたり合あった。 16そして急いそいで行いって、マリヤとヨセフ、また飼葉かいばおけに寝ねかしてある幼おさな子ごを捜さがしあてた。 17彼かれらに会あった上うえで、この子こについて自分じぶんたちに告つげ知しらされた事ことを、人々ひとびとに伝つたえた。 18人々ひとびとはみな、羊飼ひつじかいたちが話はなしてくれたことを聞きいて、不思議ふしぎに思おもった。 19しかし、マリヤはこれらの事ことをことごとく心こころに留とめて、思おもいめぐらしていた。 20羊飼ひつじかいたちは、見聞みききしたことが何なにもかも自分じぶんたちに語かたられたとおりであったので、神かみをあがめ、またさんびしながら帰かえって行いった。
    


    
      21八日かが過すぎ、割礼かつれいをほどこす時ときとなったので、受胎じゅたいのまえに御使みつかいが告つげたとおり、幼おさな子ごをイエスと名なづけた。
    


    
      22それから、モーセの律法りっぽうによる彼かれらのきよめの期間きかんが過すぎたとき、両親りょうしんは幼おさな子ごを連つれてエルサレムへ上のぼった。 23それは主しゅの律法りっぽうに「母ははの胎たいを初はじめて開ひらく男おとこの子こはみな、主しゅに聖せい別べつされた者ものと、となえられねばならない」と書かいてあるとおり、幼おさな子ごを主しゅにささげるためであり、 24また同おなじ主しゅの律法りっぽうに、「山やまばと一つがい、または、家いえばとのひな二羽わ」と定さだめてあるのに従したがって、犠牲ぎせいをささげるためであった。 25その時とき、エルサレムにシメオンという名なの人ひとがいた。この人ひとは正ただしい信仰しんこう深ふかい人ひとで、イスラエルの慰なぐさめられるのを待まち望のぞんでいた。また聖霊せいれいが彼かれに宿やどっていた。 26そして主しゅのつかわす救主すくいぬしに会あうまでは死しぬことはないと、聖霊せいれいの示しめしを受うけていた。 27この人ひとが御霊みたまに感かんじて宮みやにはいった。すると律法りっぽうに定さだめてあることを行おこなうため、両親りょうしんもその子こイエスを連つれてはいってきたので、 28シメオンは幼おさな子ごを腕うでに抱いだき、神かみをほめたたえて言いった、

      
        29「主しゅよ、今いまこそ、あなたはみ言葉ことばのとおりに

        この僕しもべを安やすらかに去さらせてくださいます、

        30わたしの目めが今いまあなたの救すくいを見みたのですから。

        31この救すくいはあなたが万民ばんみんのまえにお備そなえになったもので、

        32異邦人いほうじんを照てらす啓示けいじの光ひかり、

        み民たみイスラエルの栄光えいこうであります」。

      
33父ちちと母ははとは幼おさな子ごについてこのように語かたられたことを、不思議ふしぎに思おもった。 34するとシメオンは彼かれらを祝しゅくし、そして母ははマリヤに言いった、「ごらんなさい、この幼おさな子ごは、イスラエルの多おおくの人ひとを倒たおれさせたり立たちあがらせたりするために、また反対はんたいを受うけるしるしとして、定さだめられています。—— 35そして、あなた自身じしんもつるぎで胸むねを刺さし貫つらぬかれるでしょう。——それは多おおくの人ひとの心こころにある思おもいが、現あらわれるようになるためです」。
    


    
      36また、アセル族ぞくのパヌエルの娘むすめで、アンナという女おんな預言者よげんしゃがいた。彼女かのじょは非常ひじょうに年としをとっていた。むすめ時代じだいにとついで、七年間ねんかんだけ夫おっとと共ともに住すみ、 37その後のちやもめぐらしをし、八十四歳さいになっていた。そして宮みやを離はなれずに夜よるも昼ひるも断食だんじきと祈いのりとをもって神かみに仕つかえていた。 38この老女ろうじょも、ちょうどそのとき近寄ちかよってきて、神かみに感謝かんしゃをささげ、そしてこの幼おさな子ごのことを、エルサレムの救すくいを待まち望のぞんでいるすべての人々ひとびとに語かたりきかせた。
    


    
      39両親りょうしんは主しゅの律法りっぽうどおりすべての事ことをすませたので、ガリラヤへむかい、自分じぶんの町まちナザレに帰かえった。
    


    
      40幼おさな子ごは、ますます成長せいちょうして強つよくなり、知恵ちえに満みち、そして神かみの恵めぐみがその上うえにあった。
    


    
      41さて、イエスの両親りょうしんは、過越すぎこしの祭まつりには毎年まいとしエルサレムへ上のぼっていた。 42イエスが十二歳さいになった時ときも、慣例かんれいに従したがって祭まつりのために上京じょうきょうした。 43ところが、祭まつりが終おわって帰かえるとき、少年しょうねんイエスはエルサレムに居残いのこっておられたが、両親りょうしんはそれに気きづかなかった。 44そして道連みちづれの中なかにいることと思おもいこんで、一日にち路じを行いってしまい、それから、親族しんぞくや知人ちじんの中なかを捜さがしはじめたが、 45見みつからないので、捜さがしまわりながらエルサレムへ引返ひきかえした。 46そして三日かの後のちに、イエスが宮みやの中なかで教師きょうしたちのまん中なかにすわって、彼かれらの話はなしを聞きいたり質問しつもんしたりしておられるのを見みつけた。 47聞きく人々ひとびとはみな、イエスの賢かしこさやその答こたえに驚嘆きょうたんしていた。 48両親りょうしんはこれを見みて驚おどろき、そして母ははが彼かれに言いった、「どうしてこんな事ことをしてくれたのです。ごらんなさい、おとう様さまもわたしも心配しんぱいして、あなたを捜さがしていたのです」。 49するとイエスは言いわれた、「どうしてお捜さがしになったのですか。わたしが自分じぶんの父ちちの家いえにいるはずのことを、ご存ぞんじなかったのですか」。 50しかし、両親りょうしんはその語かたられた言葉ことばを悟さとることができなかった。 51それからイエスは両親りょうしんと一緒いっしょにナザレに下くだって行いき、彼かれらにお仕つかえになった。母はははこれらの事ことをみな心こころに留とめていた。
    


    
      52イエスはますます知恵ちえが加くわわり、背せたけも伸のび、そして神かみと人ひとから愛あいされた。
    

  


  


  
    第三章


    
      1皇帝こうていテベリオ在位ざいいの第だい十五年ねん、ポンテオ・ピラトがユダヤの総督そうとく、ヘロデがガリラヤの領主りょうしゅ、その兄弟きょうだいピリポがイツリヤ・テラコニテ地方ちほうの領主りょうしゅ、ルサニヤがアビレネの領主りょうしゅ、 2アンナスとカヤパとが大祭司だいさいしであったとき、神かみの言ことばが荒野あらのでザカリヤの子こヨハネに臨のぞんだ。 3彼かれはヨルダンのほとりの全ぜん地方ちほうに行いって、罪つみのゆるしを得えさせる悔改くいあらためのバプテスマを宣のべ伝つたえた。 4それは、預言者よげんしゃイザヤの言葉ことばの書しょに書かいてあるとおりである。すなわち

      
        「荒野あらので呼よばわる者ものの声こえがする、

        『主しゅの道みちを備そなえよ、

        その道みち筋すじをまっすぐにせよ』。

        5すべての谷たには埋うめられ、

        すべての山やまと丘おかとは、平たいらにされ、

        曲まがったところはまっすぐに、

        わるい道みちはならされ、

        6人ひとはみな神かみの救すくいを見みるであろう」。

      
7さて、ヨハネは、彼かれからバプテスマを受うけようとして出でてきた群衆ぐんしゅうにむかって言いった、「まむしの子こらよ、迫せまってきている神かみの怒いかりから、のがれられると、おまえたちにだれが教おしえたのか。 8だから、悔改くいあらためにふさわしい実みを結むすべ。自分じぶんたちの父ちちにはアブラハムがあるなどと、心こころの中なかで思おもってもみるな。おまえたちに言いっておく。神かみはこれらの石いしころからでも、アブラハムの子こを起おこすことができるのだ。 9斧おのがすでに木きの根ねもとに置おかれている。だから、良よい実みを結むすばない木きはことごとく切きられて、火ひの中なかに投なげ込こまれるのだ」。 10そこで群衆ぐんしゅうが彼かれに、「それでは、わたしたちは何なにをすればよいのですか」と尋たずねた。 11彼かれは答こたえて言いった、「下着したぎを二枚まいもっている者ものは、持もたない者ものに分わけてやりなさい。食物しょくもつを持もっている者ものも同様どうようにしなさい」。 12取税人しゅぜいにんもバプテスマを受うけにきて、彼かれに言いった、「先生せんせい、わたしたちは何なにをすればよいのですか」。 13彼かれらに言いった、「きまっているもの以上いじょうに取とり立たててはいけない」。 14兵卒へいそつたちもたずねて言いった、「では、わたしたちは何なにをすればよいのですか」。彼かれは言いった、「人ひとをおどかしたり、だまし取とったりしてはいけない。自分じぶんの給与きゅうよで満足まんぞくしていなさい」。
    


    
      15民衆みんしゅうは救主すくいぬしを待まち望のぞんでいたので、みな心こころの中なかでヨハネのことを、もしかしたらこの人ひとがそれではなかろうかと考かんがえていた。 16そこでヨハネはみんなの者ものにむかって言いった、「わたしは水みずでおまえたちにバプテスマを授さづけるが、わたしよりも力ちからのあるかたが、おいでになる。わたしには、そのくつのひもを解とく値ねうちもない。このかたは、聖霊せいれいと火ひとによっておまえたちにバプテスマをお授さづけになるであろう。 17また、箕みを手てに持もって、打うち場ばの麦むぎをふるい分わけ、麦むぎは倉くらに納おさめ、からは消きえない火ひで焼やき捨すてるであろう」。
    


    
      18こうしてヨハネはほかにもなお、さまざまの勧すすめをして、民衆みんしゅうに教おしえを説といた。 19ところが領主りょうしゅヘロデは、兄弟きょうだいの妻つまヘロデヤのことで、また自分じぶんがしたあらゆる悪事あくじについて、ヨハネから非難ひなんされていたので、 20彼かれを獄ごくに閉とじ込こめて、いろいろな悪事あくじの上うえに、もう一つこの悪事あくじを重かさねた。
    


    
      21さて、民衆みんしゅうがみなバプテスマを受うけたとき、イエスもバプテスマを受うけて祈いのっておられると、天てんが開ひらけて、 22聖霊せいれいがはとのような姿すがたをとってイエスの上うえに下くだり、そして天てんから声こえがした、「あなたはわたしの愛あいする子こ、わたしの心こころにかなう者ものである」。
    


    
      23イエスが宣教せんきょうをはじめられたのは、年としおよそ三十歳さいの時ときであって、人々ひとびとの考かんがえによれば、ヨセフの子こであった。ヨセフはヘリの子こ、 24それから、さかのぼって、マタテ、レビ、メルキ、ヤンナイ、ヨセフ、 25マタテヤ、アモス、ナホム、エスリ、ナンガイ、 26マハテ、マタテヤ、シメイ、ヨセク、ヨダ、 27ヨハナン、レサ、ゾロバベル、サラテル、ネリ、 28メルキ、アデイ、コサム、エルマダム、エル、 29ヨシュア、エリエゼル、ヨリム、マタテ、レビ、 30シメオン、ユダ、ヨセフ、ヨナム、エリヤキム、 31メレヤ、メナ、マタタ、ナタン、ダビデ、 32エッサイ、オベデ、ボアズ、サラ、ナアソン、 33アミナダブ、アデミン、アルニ、エスロン、パレス、ユダ、 34ヤコブ、イサク、アブラハム、テラ、ナホル、 35セルグ、レウ、ペレグ、エベル、サラ、 36カイナン、アルパクサデ、セム、ノア、ラメク、 37メトセラ、エノク、ヤレデ、マハラレル、カイナン、 38エノス、セツ、アダム、そして神かみにいたる。
    

  


  


  
    第四章


    
      1さて、イエスは聖霊せいれいに満みちてヨルダン川がわから帰かえり、 2荒野あらのを四十日にちのあいだ御霊みたまにひきまわされて、悪魔あくまの試こころみにあわれた。そのあいだ何なにも食たべず、その日数ひかずがつきると、空腹くうふくになられた。 3そこで悪魔あくまが言いった、「もしあなたが神かみの子こであるなら、この石いしに、パンになれと命めいじてごらんなさい」。 4イエスは答こたえて言いわれた、「『人ひとはパンだけで生いきるものではない』と書かいてある」。 5それから、悪魔あくまはイエスを高たかい所ところへ連つれて行いき、またたくまに世界せかいのすべての国々くにぐにを見みせて 6言いった、「これらの国々くにぐにの権威けんいと栄華えいがとをみんな、あなたにあげましょう。それらはわたしに任まかせられていて、だれでも好すきな人ひとにあげてよいのですから。 7それで、もしあなたがわたしの前まえにひざまずくなら、これを全部ぜんぶあなたのものにしてあげましょう」。 8イエスは答こたえて言いわれた、「『主しゅなるあなたの神かみを拝はいし、ただ神かみにのみ仕つかえよ』と書かいてある」。 9それから悪魔あくまはイエスをエルサレムに連つれて行いき、宮みやの頂上ちょうじょうに立たたせて言いった、「もしあなたが神かみの子こであるなら、ここから下したへ飛とびおりてごらんなさい。 10『神かみはあなたのために、御使みつかいたちに命めいじてあなたを守まもらせるであろう』とあり、 11また、『あなたの足あしが石いしに打うちつけられないように、彼かれらはあなたを手てでささえるであろう』とも書かいてあります」。 12イエスは答こたえて言いわれた、「『主しゅなるあなたの神かみを試こころみてはならない』と言いわれている」。 13悪魔あくまはあらゆる試こころみをしつくして、一時いちじイエスを離はなれた。
    


    
      14それからイエスは御霊みたまの力ちからに満みちあふれてガリラヤへ帰かえられると、そのうわさがその地方ちほう全体ぜんたいにひろまった。 15イエスは諸しょ会堂かいどうで教おしえ、みんなの者ものから尊敬そんけいをお受うけになった。
    


    
      16それからお育そだちになったナザレに行いき、安息日あんそくにちにいつものように会堂かいどうにはいり、聖書せいしょを朗読ろうどくしようとして立たたれた。 17すると預言者よげんしゃイザヤの書しょが手渡てわたされたので、その書しょを開ひらいて、こう書かいてある所ところを出だされた、

      
        18「主しゅの御霊みたまがわたしに宿やどっている。

        貧まずしい人々ひとびとに福音ふくいんを宣のべ伝つたえさせるために、

        わたしを聖せい別べつしてくださったからである。

        主しゅはわたしをつかわして、

        囚人しゅうじんが解放かいほうされ、盲人もうじんの目めが開ひらかれることを告つげ知しらせ、

        打うちひしがれている者ものに自由じゆうを得えさせ、

        19主しゅのめぐみの年としを告つげ知しらせるのである」。

      
20イエスは聖書せいしょを巻まいて係かかりの者ものに返かえし、席せきに着つかれると、会堂かいどうにいるみんなの者ものの目めがイエスに注そそがれた。 21そこでイエスは、「この聖せい句くは、あなたがたが耳みみにしたこの日ひに成就じょうじゅした」と説ときはじめられた。 22すると、彼かれらはみなイエスをほめ、またその口くちから出でて来くるめぐみの言葉ことばに感嘆かんたんして言いった、「この人ひとはヨセフの子こではないか」。 23そこで彼かれらに言いわれた、「あなたがたは、きっと『医者いしゃよ、自分じぶん自身じしんをいやせ』ということわざを引ひいて、カペナウムで行おこなわれたと聞きいていた事ことを、あなたの郷里きょうりのこの地ちでもしてくれ、と言いうであろう」。 24それから言いわれた、「よく言いっておく。預言者よげんしゃは、自分じぶんの郷里きょうりでは歓迎かんげいされないものである。 25よく聞きいておきなさい。エリヤの時代じだいに、三年ねん六か月げつにわたって天てんが閉とじ、イスラエル全土ぜんどに大だいききんがあった際さい、そこには多おおくのやもめがいたのに、 26エリヤはそのうちのだれにもつかわされないで、ただシドンのサレプタにいるひとりのやもめにだけつかわされた。 27また預言者よげんしゃエリシャの時代じだいに、イスラエルには多おおくのらい病人びょうにんがいたのに、そのうちのひとりもきよめられないで、ただシリヤのナアマンだけがきよめられた」。 28会堂かいどうにいた者ものたちはこれを聞きいて、みな憤いきどおりに満みち、 29立たち上あがってイエスを町まちの外そとへ追おい出だし、その町まちが建たっている丘おかのがけまでひっぱって行いって、突つき落おとそうとした。 30しかし、イエスは彼かれらのまん中なかを通とおり抜ぬけて、去さって行いかれた。
    


    
      31それから、イエスはガリラヤの町まちカペナウムに下くだって行いかれた。そして安息日あんそくにちになると、人々ひとびとをお教おしえになったが、 32その言葉ことばに権威けんいがあったので、彼かれらはその教おしえに驚おどろいた。 33すると、汚けがれた悪霊あくれいにつかれた人ひとが会堂かいどうにいて、大声おおごえで叫さけび出だした、 34「ああ、ナザレのイエスよ、あなたはわたしたちとなんの係かかわりがあるのです。わたしたちを滅ほろぼしにこられたのですか。あなたがどなたであるか、わかっています。神かみの聖者せいじゃです」。 35イエスはこれをしかって、「黙だまれ、この人ひとから出でて行いけ」と言いわれた。すると悪霊あくれいは彼かれを人ひとなかに投なげ倒たおし、傷きずは負おわせずに、その人ひとから出でて行いった。 36みんなの者ものは驚おどろいて、互たがいに語かたり合あって言いった、「これは、いったい、なんという言葉ことばだろう。権威けんいと力ちからとをもって汚けがれた霊れいに命めいじられると、彼かれらは出でて行いくのだ」。 37こうしてイエスの評判ひょうばんが、その地方ちほうのいたる所ところにひろまっていった。
    


    
      38イエスは会堂かいどうを出でてシモンの家いえにおはいりになった。ところがシモンのしゅうとめが高たかい熱ねつを病やんでいたので、人々ひとびとは彼女かのじょのためにイエスにお願ねがいした。 39そこで、イエスはそのまくらもとに立たって、熱ねつが引ひくように命めいじられると、熱ねつは引ひき、女おんなはすぐに起おき上あがって、彼かれらをもてなした。
    


    
      40日ひが暮くれると、いろいろな病気びょうきになやむ者ものをかかえている人々ひとびとが、皆みなそれをイエスのところに連つれてきたので、そのひとりびとりに手てを置おいて、おいやしになった。 41悪霊あくれいも「あなたこそ神かみの子こです」と叫さけびながら多おおくの人々ひとびとから出でていった。しかし、イエスは彼かれらを戒いましめて、物ものを言いうことをお許ゆるしにならなかった。彼かれらがイエスはキリストだと知しっていたからである。
    


    
      42夜よが明あけると、イエスは寂さびしい所ところへ出でて行いかれたが、群衆ぐんしゅうが捜さがしまわって、みもとに集あつまり、自分じぶんたちから離はなれて行いかれないようにと、引ひき止とめた。 43しかしイエスは、「わたしは、ほかの町々まちまちにも神かみの国くにの福音ふくいんを宣のべ伝つたえねばならない。自分じぶんはそのためにつかわされたのである」と言いわれた。 44そして、ユダヤの諸しょ会堂かいどうで教おしえを説とかれた。
    

  


  


  
    第五章


    
      1さて、群衆ぐんしゅうが神かみの言ことばを聞きこうとして押おし寄よせてきたとき、イエスはゲネサレ湖畔こはんに立たっておられたが、 2そこに二そうの小舟こぶねが寄よせてあるのをごらんになった。漁師りょうしたちは、舟ふねからおりて網あみを洗あらっていた。 3その一そうはシモンの舟ふねであったが、イエスはそれに乗のり込こみ、シモンに頼たのんで岸きしから少すこしこぎ出ださせ、そしてすわって、舟ふねの中なかから群衆ぐんしゅうにお教おしえになった。 4話はなしがすむと、シモンに「沖おきへこぎ出だし、網あみをおろして漁りょうをしてみなさい」と言いわれた。 5シモンは答こたえて言いった、「先生せんせい、わたしたちは夜通よどおし働はたらきましたが、何なにも取とれませんでした。しかし、お言葉ことばですから、網あみをおろしてみましょう」。 6そしてそのとおりにしたところ、おびただしい魚うおの群むれがはいって、網あみが破やぶれそうになった。 7そこで、もう一そうの舟ふねにいた仲間なかまに、加勢かせいに来くるよう合図あいずをしたので、彼かれらがきて魚うおを両方りょうほうの舟ふねいっぱいに入いれた。そのために、舟ふねが沈しずみそうになった。 8これを見みてシモン・ペテロは、イエスのひざもとにひれ伏ふして言いった、「主しゅよ、わたしから離はなれてください。わたしは罪深つみふかい者ものです」。 9彼かれも一緒いっしょにいた者ものたちもみな、取とれた魚うおがおびただしいのに驚おどろいたからである。 10シモンの仲間なかまであったゼベダイの子こヤコブとヨハネも、同様どうようであった。すると、イエスがシモンに言いわれた、「恐おそれることはない。今いまからあなたは人間にんげんをとる漁師りょうしになるのだ」。 11そこで彼かれらは舟ふねを陸りくに引ひき上あげ、いっさいを捨すててイエスに従したがった。
    


    
      12イエスがある町まちにおられた時とき、全身ぜんしんらい病びょうになっている人ひとがそこにいた。イエスを見みると、顔かおを地ちに伏ふせて願ねがって言いった、「主しゅよ、みこころでしたら、きよめていただけるのですが」。 13イエスは手てを伸のばして彼かれにさわり、「そうしてあげよう、きよくなれ」と言いわれた。すると、らい病びょうがただちに去さってしまった。 14イエスは、だれにも話はなさないようにと彼かれに言いい聞きかせ、「ただ行いって自分じぶんのからだを祭司さいしに見みせ、それからあなたのきよめのため、モーセが命めいじたとおりのささげ物ものをして、人々ひとびとに証明しょうめいしなさい」とお命めいじになった。 15しかし、イエスの評判ひょうばんはますますひろまって行いき、おびただしい群衆ぐんしゅうが、教おしえを聞きいたり、病気びょうきをなおしてもらったりするために、集あつまってきた。 16しかしイエスは、寂さびしい所ところに退しりぞいて祈いのっておられた。
    


    
      17ある日ひのこと、イエスが教おしえておられると、ガリラヤやユダヤの方々ほうぼうの村むらから、またエルサレムからきたパリサイ人びとや律法りっぽう学者がくしゃたちが、そこにすわっていた。主しゅの力ちからが働はたらいて、イエスは人々ひとびとをいやされた。 18その時とき、ある人々ひとびとが、ひとりの中風ちゅうぶをわずらっている人ひとを床とこにのせたまま連つれてきて、家いえの中なかに運はこび入いれ、イエスの前まえに置おこうとした。 19ところが、群衆ぐんしゅうのためにどうしても運はこび入いれる方法ほうほうがなかったので、屋根やねにのぼり、瓦かわらをはいで、病人びょうにんを床とこごと群衆ぐんしゅうのまん中なかにつりおろして、イエスの前まえにおいた。 20イエスは彼かれらの信仰しんこうを見みて、「人ひとよ、あなたの罪つみはゆるされた」と言いわれた。 21すると律法りっぽう学者がくしゃとパリサイ人びとたちとは、「神かみを汚けがすことを言いうこの人ひとは、いったい、何者なにものだ。神かみおひとりのほかに、だれが罪つみをゆるすことができるか」と言いって論ろんじはじめた。 22イエスは彼かれらの論議ろんぎを見みぬいて、「あなたがたは心こころの中なかで何なにを論ろんじているのか。 23あなたの罪つみはゆるされたと言いうのと、起おきて歩あるけと言いうのと、どちらがたやすいか。 24しかし、人ひとの子こは地上ちじょうで罪つみをゆるす権威けんいを持もっていることが、あなたがたにわかるために」と彼かれらに対たいして言いい、中風ちゅうぶの者ものにむかって、「あなたに命めいじる。起おきよ、床とこを取とり上あげて家いえに帰かえれ」と言いわれた。 25すると病人びょうにんは即座そくざにみんなの前まえで起おきあがり、寝ねていた床とこを取とりあげて、神かみをあがめながら家いえに帰かえって行いった。 26みんなの者ものは驚嘆きょうたんしてしまった。そして神かみをあがめ、おそれに満みたされて、「きょうは驚おどろくべきことを見みた」と言いった。
    


    
      27そののち、イエスが出でて行いかれると、レビという名なの取税人しゅぜいにんが収税所しゅうぜいしょにすわっているのを見みて、「わたしに従したがってきなさい」と言いわれた。 28すると、彼かれはいっさいを捨すてて立たちあがり、イエスに従したがってきた。 29それから、レビは自分じぶんの家いえで、イエスのために盛大せいだいな宴会えんかいを催もよおしたが、取税人しゅぜいにんやそのほか大おおぜいの人々ひとびとが、共ともに食卓しょくたくに着ついていた。 30ところが、パリサイ人びとやその律法りっぽう学者がくしゃたちが、イエスの弟子でしたちに対たいしてつぶやいて言いった、「どうしてあなたがたは、取税人しゅぜいにんや罪人つみびとなどと飲食いんしょくを共ともにするのか」。 31イエスは答こたえて言いわれた、「健康けんこうな人ひとには医者いしゃはいらない。いるのは病人びょうにんである。 32わたしがきたのは、義人ぎじんを招まねくためではなく、罪人つみびとを招まねいて悔くい改あらためさせるためである」。
    


    
      33また彼かれらはイエスに言いった、「ヨハネの弟子でしたちは、しばしば断食だんじきをし、また祈いのりをしており、パリサイ人びとの弟子でしたちもそうしているのに、あなたの弟子でしたちは食たべたり飲のんだりしています」。 34するとイエスは言いわれた、「あなたがたは、花婿はなむこが一緒いっしょにいるのに、婚礼こんれいの客きゃくに断食だんじきをさせることができるであろうか。 35しかし、花婿はなむこが奪うばい去さられる日ひが来くる。その日ひには断食だんじきをするであろう」。 36それからイエスはまた一つの譬たとえを語かたられた、「だれも、新あたらしい着物きものから布ぬのぎれを切きり取とって、古ふるい着物きものにつぎを当あてるものはない。もしそんなことをしたら、新あたらしい着物きものを裂さくことになるし、新あたらしいのから取とった布ぬのぎれも古ふるいのに合あわないであろう。 37まただれも、新あたらしいぶどう酒しゅを古ふるい皮かわ袋ぶくろに入いれはしない。もしそんなことをしたら、新あたらしいぶどう酒しゅは皮かわ袋ぶくろをはり裂さき、そしてぶどう酒しゅは流なれ出でるし、皮かわ袋ぶくろもむだになるであろう。 38新あたらしいぶどう酒しゅは新あたらしい皮かわ袋ぶくろに入いれるべきである。 39まただれも、古ふるい酒さけを飲のんでから、新あたらしいのをほしがりはしない。『古ふるいのが良よい』と考かんがえているからである」。
    

  


  


  
    第六章


    
      1ある安息日あんそくにちにイエスが麦畑むぎばたけの中なかをとおって行いかれたとき、弟子でしたちが穂ほをつみ、手てでもみながら食たべていた。 2すると、あるパリサイ人びとたちが言いった、「あなたがたはなぜ、安息日あんそくにちにしてはならぬことをするのか」。 3そこでイエスが答こたえて言いわれた、「あなたがたは、ダビデとその供ともの者ものたちとが飢うえていたとき、ダビデのしたことについて、読よんだことがないのか。 4すなわち、神かみの家いえにはいって、祭司さいしたちのほかだれも食たべてはならぬ供そなえのパンを取とって食たべ、また供ともの者ものたちにも与あたえたではないか」。 5また彼かれらに言いわれた、「人ひとの子こは安息日あんそくにちの主しゅである」。
    


    
      6また、ほかの安息日あんそくにちに会堂かいどうにはいって教おしえておられたところ、そこに右手みぎてのなえた人ひとがいた。 7律法りっぽう学者がくしゃやパリサイ人びとたちは、イエスを訴うったえる口実こうじつを見付みつけようと思おもって、安息日あんそくにちにいやされるかどうかをうかがっていた。 8イエスは彼かれらの思おもっていることを知しって、その手てのなえた人ひとに、「起おきて、まん中なかに立たちなさい」と言いわれると、起おき上あがって立たった。 9そこでイエスは彼かれらにむかって言いわれた、「あなたがたに聞きくが、安息日あんそくにちに善ぜんを行おこなうのと悪あくを行おこなうのと、命いのちを救すくうのと殺ころすのと、どちらがよいか」。 10そして彼かれら一同いちどうを見みまわして、その人ひとに「手てを伸のばしなさい」と言いわれた。そのとおりにすると、その手ては元もとどおりになった。 11そこで彼かれらは激はげしく怒いかって、イエスをどうかしてやろうと、互たがいに話合はなしあいをはじめた。
    


    
      12このころ、イエスは祈いのるために山やまへ行いき、夜よを徹てっして神かみに祈いのられた。 13夜よが明あけると、弟子でしたちを呼よび寄よせ、その中なかから十二人にんを選えらび出だし、これに使徒しとという名なをお与あたえになった。 14すなわち、ペテロとも呼よばれたシモンとその兄弟きょうだいアンデレ、ヤコブとヨハネ、ピリポとバルトロマイ、 15マタイとトマス、アルパヨの子こヤコブと、熱心ねっしん党とうと呼よばれたシモン、 16ヤコブの子こユダ、それからイスカリオテのユダ。このユダが裏切者うらぎりものとなったのである。 17そして、イエスは彼かれらと一緒いっしょに山やまを下くだって平地ひらちに立たたれたが、大おおぜいの弟子でしたちや、ユダヤ全土ぜんど、エルサレム、ツロとシドンの海岸かいがん地方ちほうなどからの大だい群衆ぐんしゅうが、 18教おしえを聞きこうとし、また病気びょうきをなおしてもらおうとして、そこにきていた。そして汚けがれた霊れいに悩なやまされている者ものたちも、いやされた。 19また群衆ぐんしゅうはイエスにさわろうと努つとめた。それは力ちからがイエスの内うちから出でて、みんなの者ものを次々つぎつぎにいやしたからである。 20そのとき、イエスは目めをあげ、弟子でしたちを見みて言いわれた、

      
        「あなたがた貧まずしい人ひとたちは、さいわいだ。

        神かみの国くにはあなたがたのものである。

        21あなたがたいま飢うえている人ひとたちは、さいわいだ。

        飽あき足たりるようになるからである。

        あなたがたいま泣ないている人ひとたちは、さいわいだ。

        笑わらうようになるからである。

        22人々ひとびとがあなたがたを憎にくむとき、また人ひとの子このためにあなたがたを排斥はいせきし、ののしり、汚名おめいを着きせるときは、あなたがたはさいわいだ。

        23その日ひには喜よろこびおどれ。見みよ、天てんにおいてあなたがたの受うける報むくいは大おおきいのだから。彼かれらの祖先そせんも、預言者よげんしゃたちに対たいして同おなじことをしたのである。

        24しかしあなたがた富とんでいる人ひとたちは、わざわいだ。

        慰なぐさめを受うけてしまっているからである。

        25あなたがた今いま満腹まんぷくしている人ひとたちは、わざわいだ。

        飢うえるようになるからである。

        あなたがた今いま笑わらっている人ひとたちは、わざわいだ。悲かなしみ泣なくようになるからである。

        26人ひとが皆みなあなたがたをほめるときは、あなたがたはわざわいだ。彼かれらの祖先そせんも、にせ預言者よげんしゃたちに対たいして同おなじことをしたのである。

      
27しかし、聞きいているあなたがたに言いう。敵てきを愛あいし、憎にくむ者ものに親切しんせつにせよ。 28のろう者ものを祝福しゅくふくし、はずかしめる者もののために祈いのれ。 29あなたの頬ほおを打うつ者ものにはほかの頬ほおをも向むけてやり、あなたの上着うわぎを奪うばい取とる者ものには下着したぎをも拒こばむな。 30あなたに求もとめる者ものには与あたえてやり、あなたの持もち物ものを奪うばう者ものからは取とりもどそうとするな。 31人々ひとびとにしてほしいと、あなたがたの望のぞむことを、人々ひとびとにもそのとおりにせよ。 32自分じぶんを愛あいしてくれる者ものを愛あいしたからとて、どれほどの手柄てがらになろうか。罪人つみびとでさえ、自分じぶんを愛あいしてくれる者ものを愛あいしている。 33自分じぶんによくしてくれる者ものによくしたとて、どれほどの手柄てがらになろうか。罪人つみびとでさえ、それくらいの事ことはしている。 34また返かえしてもらうつもりで貸かしたとて、どれほどの手柄てがらになろうか。罪人つみびとでも、同おなじだけのものを返かえしてもらおうとして、仲間なかまに貸かすのである。 35しかし、あなたがたは、敵てきを愛あいし、人ひとによくしてやり、また何なにも当あてにしないで貸かしてやれ。そうすれば受うける報むくいは大おおきく、あなたがたはいと高たかき者ものの子ことなるであろう。いと高たかき者ものは、恩おんを知しらぬ者ものにも悪人あくにんにも、なさけ深ぶかいからである。 36あなたがたの父ちちなる神かみが慈悲じひ深ぶかいように、あなたがたも慈悲じひ深ぶかい者ものとなれ。 37人ひとをさばくな。そうすれば、自分じぶんもさばかれることがないであろう。また人ひとを罪つみに定さだめるな。そうすれば、自分じぶんも罪つみに定さだめられることがないであろう。ゆるしてやれ。そうすれば、自分じぶんもゆるされるであろう。 38与あたえよ。そうすれば、自分じぶんにも与あたえられるであろう。人々ひとびとはおし入いれ、ゆすり入いれ、あふれ出でるまでに量りょうをよくして、あなたがたのふところに入いれてくれるであろう。あなたがたの量はかるその量はかりで、自分じぶんにも量はかりかえされるであろうから」。
    


    
      39イエスはまた一つの譬たとえを語かたられた、「盲人もうじんは盲人もうじんの手引てびきができようか。ふたりとも穴あなに落おち込こまないだろうか。 40弟子でしはその師し以上いじょうのものではないが、修業しゅうぎょうをつめば、みなその師しのようになろう。 41なぜ、兄弟きょうだいの目めにあるちりを見みながら、自分じぶんの目めにある梁はりを認みとめないのか。 42自分じぶんの目めにある梁はりは見みないでいて、どうして兄弟きょうだいにむかって、兄弟きょうだいよ、あなたの目めにあるちりを取とらせてください、と言いえようか。偽善者ぎぜんしゃよ、まず自分じぶんの目めから梁はりを取とりのけるがよい、そうすれば、はっきり見みえるようになって、兄弟きょうだいの目めにあるちりを取とりのけることができるだろう。 43悪わるい実みのなる良よい木きはないし、また良よい実みのなる悪わるい木きもない。 44木きはそれぞれ、その実みでわかる。いばらからいちじくを取とることはないし、野のばらからぶどうを摘つむこともない。 45善人ぜんにんは良よい心こころの倉くらから良よい物ものを取とり出だし、悪人あくにんは悪わるい倉くらから悪わるい物ものを取とり出だす。心こころからあふれ出でることを、口くちが語かたるものである。
    


    
      46わたしを主しゅよ、主しゅよ、と呼よびながら、なぜわたしの言いうことを行おこなわないのか。 47わたしのもとにきて、わたしの言葉ことばを聞きいて行おこなう者ものが、何なにに似にているか、あなたがたに教おしえよう。 48それは、地ちを深ふかく掘ほり、岩いわの上うえに土台どだいをすえて家いえを建たてる人ひとに似にている。洪水こうずいが出でて激流げきりゅうがその家いえに押おし寄よせてきても、それを揺ゆり動うごかすことはできない。よく建たててあるからである。 49しかし聞きいても行おこなわない人ひとは、土台どだいなしで、土つちの上うえに家いえを建たてた人ひとに似にている。激流げきりゅうがその家いえに押おし寄よせてきたら、たちまち倒たおれてしまい、その被害ひがいは大おおきいのである」。
    

  


  


  
    第七章


    
      1イエスはこれらの言葉ことばをことごとく人々ひとびとに聞きかせてしまったのち、カペナウムに帰かえってこられた。 2ところが、ある百卒長ひゃくそつちょうの頼たのみにしていた僕しもべが、病気びょうきになって死しにかかっていた。 3この百卒長ひゃくそつちょうはイエスのことを聞きいて、ユダヤ人じんの長老ちょうろうたちをイエスのところにつかわし、自分じぶんの僕しもべを助たすけにきてくださるようにと、お願ねがいした。 4彼かれらはイエスのところにきて、熱心ねっしんに願ねがって言いった、「あの人ひとはそうしていただくねうちがございます。 5わたしたちの国民こくみんを愛あいし、わたしたちのために会堂かいどうを建たててくれたのです」。 6そこで、イエスは彼かれらと連つれだってお出でかけになった。ところが、その家いえからほど遠とおくないあたりまでこられたとき、百卒長ひゃくそつちょうは友ともだちを送おくってイエスに言いわせた、「主しゅよ、どうぞ、ご足労そくろうくださいませんように。わたしの屋根やねの下したにあなたをお入いれする資格しかくは、わたしにはございません。 7それですから、自分じぶんでお迎むかえにあがるねうちさえないと思おもっていたのです。ただ、お言葉ことばを下ください。そして、わたしの僕しもべをなおしてください。 8わたしも権威けんいの下したに服ふくしている者ものですが、わたしの下したにも兵卒へいそつがいまして、ひとりの者ものに『行いけ』と言いえば行いき、ほかの者ものに『こい』と言いえばきますし、また、僕しもべに『これをせよ』と言いえば、してくれるのです」。 9イエスはこれを聞きいて非常ひじょうに感心かんしんされ、ついてきた群衆ぐんしゅうの方ほうに振ふり向むいて言いわれた、「あなたがたに言いっておくが、これほどの信仰しんこうは、イスラエルの中なかでも見みたことがない」。 10使つかいにきた者ものたちが家いえに帰かえってみると、僕しもべは元気げんきになっていた。
    


    
      11そののち、間まもなく、ナインという町まちへおいでになったが、弟子でしたちや大おおぜいの群衆ぐんしゅうも一緒いっしょに行いった。 12町まちの門もんに近ちかづかれると、ちょうど、あるやもめにとってひとりむすこであった者ものが死しんだので、葬ほうむりに出だすところであった。大おおぜいの町まちの人ひとたちが、その母ははにつきそっていた。 13主しゅはこの婦人ふじんを見みて深ふかい同情どうじょうを寄よせられ、「泣なかないでいなさい」と言いわれた。 14そして近寄ちかよって棺かんに手てをかけられると、かついでいる者ものたちが立たち止どまったので、「若者わかものよ、さあ、起おきなさい」と言いわれた。 15すると、死人しにんが起おき上あがって物ものを言いい出だした。イエスは彼かれをその母ははにお渡わたしになった。 16人々ひとびとはみな恐おそれをいだき、「大だい預言者よげんしゃがわたしたちの間あいだに現あらわれた」、また、「神かみはその民たみを顧かえりみてくださった」と言いって、神かみをほめたたえた。 17イエスについてのこの話はなしは、ユダヤ全土ぜんどおよびその附近ふきんのいたる所ところにひろまった。
    


    
      18ヨハネの弟子でしたちは、これらのことを全部ぜんぶ彼かれに報告ほうこくした。するとヨハネは弟子でしの中なかからふたりの者ものを呼よんで、 19主しゅのもとに送おくり、「『きたるべきかた』はあなたなのですか。それとも、ほかにだれかを待まつべきでしょうか」と尋たずねさせた。 20そこで、この人ひとたちがイエスのもとにきて言いった、「わたしたちはバプテスマのヨハネからの使つかいですが、『きたるべきかた』はあなたなのですか、それとも、ほかにだれかを待まつべきでしょうか、とヨハネが尋たずねています」。 21そのとき、イエスはさまざまの病苦びょうくと悪霊あくれいとに悩なやむ人々ひとびとをいやし、また多おおくの盲人もうじんを見みえるようにしておられたが、 22答こたえて言いわれた、「行いって、あなたがたが見聞みききしたことを、ヨハネに報告ほうこくしなさい。盲人もうじんは見みえ、足あしなえは歩あるき、らい病人びょうにんはきよまり、耳みみしいは聞きこえ、死人しにんは生いきかえり、貧まずしい人々ひとびとは福音ふくいんを聞きかされている。 23わたしにつまずかない者ものは、さいわいである」。
    


    
      24ヨハネの使つかいが行いってしまうと、イエスはヨハネのことを群衆ぐんしゅうに語かたりはじめられた、「あなたがたは、何なにを見みに荒野あらのに出でてきたのか。風かぜに揺ゆらぐ葦あしであるか。 25では、何なにを見みに出でてきたのか。柔やわらかい着物きものをまとった人ひとか。きらびやかに着つかざって、ぜいたくに暮くらしている人々ひとびとなら、宮殿きゅうでんにいる。 26では、何なにを見みに出でてきたのか。預言者よげんしゃか。そうだ、あなたがたに言いうが、預言者よげんしゃ以上いじょうの者ものである。

      
        27『見みよ、わたしは使つかいをあなたの先さきにつかわし、

        あなたの前まえに、道みちを整ととのえさせるであろう』

      
と書かいてあるのは、この人ひとのことである。 28あなたがたに言いっておく。女おんなの産うんだ者ものの中なかで、ヨハネより大おおきい人物じんぶつはいない。しかし、神かみの国くにで最もっとも小ちいさい者ものも、彼かれよりは大おおきい。 29（これを聞きいた民衆みんしゅうは皆みな、また取税人しゅぜいにんたちも、ヨハネのバプテスマを受うけて神かみの正ただしいことを認みとめた。 30しかし、パリサイ人びとと律法りっぽう学者がくしゃたちとは彼かれからバプテスマを受うけないで、自分じぶんたちに対たいする神かみのみこころを無むにした。） 31だから今いまの時代じだいの人々ひとびとを何なにに比くらべようか。彼かれらは何なにに似にているか。 32それは子供こどもたちが広場ひろばにすわって、互たがいに呼よびかけ、

      
        『わたしたちが笛ふえを吹ふいたのに、

        あなたたちは踊おどってくれなかった。

        弔とむらいの歌うたを歌うたったのに、

        泣ないてくれなかった』

      
と言いうのに似にている。 33なぜなら、バプテスマのヨハネがきて、パンを食たべることも、ぶどう酒しゅを飲のむこともしないと、あなたがたは、あれは悪霊あくれいにつかれているのだ、と言いい、 34また人ひとの子こがきて食たべたり飲のんだりしていると、見みよ、あれは食しょくをむさぼる者もの、大酒おおざけを飲のむ者もの、また取税人しゅぜいにん、罪人つみびとの仲間なかまだ、と言いう。 35しかし、知恵ちえの正ただしいことは、そのすべての子こが証明しょうめいする」。
    


    
      36あるパリサイ人びとがイエスに、食事しょくじを共ともにしたいと申もうし出でたので、そのパリサイ人びとの家いえにはいって食卓しょくたくに着つかれた。 37するとそのとき、その町まちで罪つみの女おんなであったものが、パリサイ人びとの家いえで食卓しょくたくに着ついておられることを聞きいて、香油こうゆが入いれてある石膏せっこうのつぼを持もってきて、 38泣なきながら、イエスのうしろでその足あしもとに寄より、まず涙なみだでイエスの足あしをぬらし、自分じぶんの髪かみの毛けでぬぐい、そして、その足あしに接吻せっぷんして、香油こうゆを塗ぬった。 39イエスを招まねいたパリサイ人びとがそれを見みて、心こころの中なかで言いった、「もしこの人ひとが預言者よげんしゃであるなら、自分じぶんにさわっている女おんながだれだか、どんな女おんなかわかるはずだ。それは罪つみの女おんななのだから」。 40そこでイエスは彼かれにむかって言いわれた、「シモン、あなたに言いうことがある」。彼かれは「先生せんせい、おっしゃってください」と言いった。 41イエスが言いわれた、「ある金貸かねかしに金かねをかりた人ひとがふたりいたが、ひとりは五百デナリ、もうひとりは五十デナリを借かりていた。 42ところが、返かえすことができなかったので、彼かれはふたり共ともゆるしてやった。このふたりのうちで、どちらが彼かれを多おおく愛あいするだろうか」。 43シモンが答こたえて言いった、「多おおくゆるしてもらったほうだと思おもいます」。イエスが言いわれた、「あなたの判断はんだんは正ただしい」。 44それから女おんなの方ほうに振ふり向むいて、シモンに言いわれた、「この女おんなを見みないか。わたしがあなたの家いえにはいってきた時ときに、あなたは足あしを洗あらう水みずをくれなかった。ところが、この女おんなは涙なみだでわたしの足あしをぬらし、髪かみの毛けでふいてくれた。 45あなたはわたしに接吻せっぷんをしてくれなかったが、彼女かのじょはわたしが家いえにはいった時ときから、わたしの足あしに接吻せっぷんをしてやまなかった。 46あなたはわたしの頭あたまに油あぶらを塗ぬってくれなかったが、彼女かのじょはわたしの足あしに香油こうゆを塗ぬってくれた。 47それであなたに言いうが、この女おんなは多おおく愛あいしたから、その多おおくの罪つみはゆるされているのである。少すこしだけゆるされた者ものは、少すこしだけしか愛あいさない」。 48そして女おんなに、「あなたの罪つみはゆるされた」と言いわれた。 49すると同席どうせきの者ものたちが心こころの中なかで言いいはじめた、「罪つみをゆるすことさえするこの人ひとは、いったい、何者なにものだろう」。 50しかし、イエスは女おんなにむかって言いわれた、「あなたの信仰しんこうがあなたを救すくったのです。安心あんしんして行いきなさい」。
    

  


  


  
    第八章


    
      1そののちイエスは、神かみの国くにの福音ふくいんを説ときまた伝つたえながら、町々まちまち村々むらむらを巡回じゅんかいし続つづけられたが、十二弟子でしもお供ともをした。 2また悪霊あくれいを追おい出だされ病気びょうきをいやされた数名すうめいの婦人ふじんたち、すなわち、七つの悪霊あくれいを追おい出だしてもらったマグダラと呼よばれるマリヤ、 3ヘロデの家令かれいクーザの妻つまヨハンナ、スザンナ、そのほか多おおくの婦人ふじんたちも一緒いっしょにいて、自分じぶんたちの持もち物ものをもって一行いっこうに奉仕ほうしした。
    


    
      4さて、大おおぜいの群衆ぐんしゅうが集あつまり、その上うえ、町々まちまちからの人ひとたちがイエスのところに、ぞくぞくと押おし寄よせてきたので、一つの譬たとえで話はなしをされた、 5「種たねまきが種たねをまきに出でて行いった。まいているうちに、ある種たねは道みちばたに落おち、踏ふみつけられ、そして空そらの鳥とりに食たべられてしまった。 6ほかの種たねは岩いわの上うえに落おち、はえはしたが水気みずけがないので枯かれてしまった。 7ほかの種たねは、いばらの間あいだに落おちたので、いばらも一緒いっしょに茂しげってきて、それをふさいでしまった。 8ところが、ほかの種たねは良よい地ちに落おちたので、はえ育そだって百倍ばいもの実みを結むすんだ」。こう語かたられたのち、声こえをあげて「聞きく耳みみのある者ものは聞きくがよい」と言いわれた。
    


    
      9弟子でしたちは、この譬たとえはどういう意味いみでしょうか、とイエスに質問しつもんした。 10そこで言いわれた、「あなたがたには、神かみの国くにの奥義おくぎを知しることが許ゆるされているが、ほかの人ひとたちには、見みても見みえず、聞きいても悟さとられないために、譬たとえで話はなすのである。 11この譬たとえはこういう意味いみである。種たねは神かみの言ことばである。 12道みちばたに落おちたのは、聞きいたのち、信しんじることも救すくわれることもないように、悪魔あくまによってその心こころから御言みことばが奪うばい取とられる人ひとたちのことである。 13岩いわの上うえに落おちたのは、御言みことばを聞きいた時ときには喜よろこんで受うけいれるが、根ねが無ないので、しばらくは信しんじていても、試錬しれんの時ときが来くると、信仰しんこうを捨すてる人ひとたちのことである。 14いばらの中なかに落おちたのは、聞きいてから日ひを過すごすうちに、生活せいかつの心こころづかいや富とみや快楽かいらくにふさがれて、実みの熟じゅくするまでにならない人ひとたちのことである。 15良よい地ちに落おちたのは、御言みことばを聞きいたのち、これを正ただしい良よい心こころでしっかりと守まもり、耐たえ忍しのんで実みを結むすぶに至いたる人ひとたちのことである。
    


    
      16だれもあかりをともして、それを何なにかの器うつわでおおいかぶせたり、寝台しんだいの下したに置おいたりはしない。燭台しょくだいの上うえに置おいて、はいって来くる人ひとたちに光ひかりが見みえるようにするのである。 17隠かくされているもので、あらわにならないものはなく、秘密ひみつにされているもので、ついには知しられ、明あかるみに出だされないものはない。 18だから、どう聞きくかに注意ちゅういするがよい。持もっている人ひとは更さらに与あたえられ、持もっていない人ひとは、持もっていると思おもっているものまでも、取とり上あげられるであろう」。
    


    
      19さて、イエスの母ははと兄弟きょうだいたちとがイエスのところにきたが、群衆ぐんしゅうのためそば近ちかくに行いくことができなかった。 20それで、だれかが「あなたの母上ははうえと兄弟きょうだいがたが、お目めにかかろうと思おもって、外そとに立たっておられます」と取次とりついだ。 21するとイエスは人々ひとびとにむかって言いわれた、「神かみの御言みことばを聞きいて行おこなう者ものこそ、わたしの母はは、わたしの兄弟きょうだいなのである」。
    


    
      22ある日ひのこと、イエスは弟子でしたちと舟ふねに乗のり込こみ、「湖みずうみの向むこう岸ぎしへ渡わたろう」と言いわれたので、一同いちどうが船出ふなでした。 23渡わたって行いく間あいだに、イエスは眠ねむってしまわれた。すると突風とっぷうが湖みずうみに吹ふきおろしてきたので、彼かれらは水みずをかぶって危険きけんになった。 24そこで、みそばに寄よってきてイエスを起おこし、「先生せんせい、先生せんせい、わたしたちは死しにそうです」と言いった。イエスは起おき上あがって、風かぜと荒浪あらなみとをおしかりになると、止やんでなぎになった。 25イエスは彼かれらに言いわれた、「あなたがたの信仰しんこうは、どこにあるのか」。彼かれらは恐おそれ驚おどろいて互たがいに言いい合あった、「いったい、このかたはだれだろう。お命めいじになると、風かぜも水みずも従したがうとは」。
    


    
      26それから、彼かれらはガリラヤの対岸たいがん、ゲラサ人びとの地ちに渡わたった。 27陸りくにあがられると、その町まちの人ひとで、悪霊あくれいにつかれて長ながいあいだ着物きものも着きず、家いえに居いつかないで墓場はかばにばかりいた人ひとに、出会であわれた。 28この人ひとがイエスを見みて叫さけび出だし、みまえにひれ伏ふして大声おおごえで言いった、「いと高たかき神かみの子こイエスよ、あなたはわたしとなんの係かかわりがあるのです。お願ねがいです、わたしを苦くるしめないでください」。 29それは、イエスが汚けがれた霊れいに、その人ひとから出でて行いけ、とお命めいじになったからである。というのは、悪霊あくれいが何なん度ども彼かれをひき捕とらえたので、彼かれは鎖くさりと足あしかせとでつながれて看み視しされていたが、それを断たち切きっては悪霊あくれいによって荒野あらのへ追おいやられていたのである。 30イエスは彼かれに「なんという名前なまえか」とお尋たずねになると、「レギオンと言いいます」と答こたえた。彼かれの中なかにたくさんの悪霊あくれいがはいり込こんでいたからである。 31悪霊あくれいどもは、底そこ知しれぬ所ところに落おちて行いくことを自分じぶんたちにお命めいじにならぬようにと、イエスに願ねがいつづけた。 32ところが、そこの山やまべにおびただしい豚ぶたの群むれが飼かってあったので、その豚ぶたの中なかへはいることを許ゆるしていただきたいと、悪霊あくれいどもが願ねがい出でた。イエスはそれをお許ゆるしになった。 33そこで悪霊あくれいどもは、その人ひとから出でて豚ぶたの中なかへはいり込こんだ。するとその群むれは、がけから湖みずうみへなだれを打うって駆かけ下くだり、おぼれ死しんでしまった。 34飼かう者ものたちは、この出来事できごとを見みて逃にげ出だして、町まちや村里むらざとにふれまわった。 35人々ひとびとはこの出来事できごとを見みに出でてきた。そして、イエスのところにきて、悪霊あくれいを追おい出だしてもらった人ひとが着物きものを着きて、正気しょうきになってイエスの足あしもとにすわっているのを見みて、恐おそれた。 36それを見みた人ひとたちは、この悪霊あくれいにつかれていた者ものが救すくわれた次第しだいを、彼かれらに語かたり聞きかせた。 37それから、ゲラサの地方ちほうの民衆みんしゅうはこぞって、自分じぶんたちの所ところから立たち去さってくださるようにとイエスに頼たのんだ。彼かれらが非常ひじょうな恐怖きょうふに襲おそわれていたからである。そこで、イエスは舟ふねに乗のって帰かえりかけられた。 38悪霊あくれいを追おい出だしてもらった人ひとは、お供ともをしたいと、しきりに願ねがったが、イエスはこう言いって彼かれをお帰かえしになった。 39「家いえへ帰かえって、神かみがあなたにどんなに大おおきなことをしてくださったか、語かたり聞きかせなさい」。そこで彼かれは立たち去さって、自分じぶんにイエスがして下くださったことを、ことごとく町中まちじゅうに言いいひろめた。
    


    
      40イエスが帰かえってこられると、群衆ぐんしゅうは喜よろこび迎むかえた。みんながイエスを待まちうけていたのである。 41するとそこに、ヤイロという名なの人ひとがきた。この人ひとは会堂司かいどうづかさであった。イエスの足あしもとにひれ伏ふして、自分じぶんの家いえにおいでくださるようにと、しきりに願ねがった。 42彼かれに十二歳さいばかりになるひとり娘むすめがあったが、死しにかけていた。ところが、イエスが出でて行いかれる途中とちゅう、群衆ぐんしゅうが押おし迫せまってきた。
    


    
      43ここに、十二年間ねんかんも長なが血ちをわずらっていて、医者いしゃのために自分じぶんの身代しんだいをみな使つかい果はたしてしまったが、だれにもなおしてもらえなかった女おんながいた。 44この女おんながうしろから近寄ちかよってみ衣ころものふさにさわったところ、その長なが血ちがたちまち止とまってしまった。 45イエスは言いわれた、「わたしにさわったのは、だれか」。人々ひとびとはみな自分じぶんではないと言いったので、ペテロが「先生せんせい、群衆ぐんしゅうがあなたを取とり囲かこんで、ひしめき合あっているのです」と答こたえた。 46しかしイエスは言いわれた、「だれかがわたしにさわった。力ちからがわたしから出でて行いったのを感かんじたのだ」。 47女おんなは隠かくしきれないのを知しって、震ふるえながら進すすみ出でて、みまえにひれ伏ふし、イエスにさわった訳わけと、さわるとたちまちなおったこととを、みんなの前まえで話はなした。 48そこでイエスが女おんなに言いわれた、「娘むすめよ、あなたの信仰しんこうがあなたを救すくったのです。安心あんしんして行いきなさい」。
    


    
      49イエスがまだ話はなしておられるうちに、会堂司かいどうづかさの家いえから人ひとがきて、「お嬢じょうさんはなくなられました。この上うえ、先生せんせいを煩わずらわすには及およびません」と言いった。 50しかしイエスはこれを聞きいて会堂司かいどうづかさにむかって言いわれた、「恐おそれることはない。ただ信しんじなさい。娘むすめは助たすかるのだ」。 51それから家いえにはいられるとき、ペテロ、ヨハネ、ヤコブおよびその子この父母ふぼのほかは、だれも一緒いっしょにはいって来くることをお許ゆるしにならなかった。 52人々ひとびとはみな、娘むすめのために泣なき悲かなしんでいた。イエスは言いわれた、「泣なくな、娘むすめは死しんだのではない。眠ねむっているだけである」。 53人々ひとびとは娘むすめが死しんだことを知しっていたので、イエスをあざ笑わらった。 54イエスは娘むすめの手てを取とって、呼よびかけて言いわれた、「娘むすめよ、起おきなさい」。 55するとその霊れいがもどってきて、娘むすめは即座そくざに立たち上あがった。イエスは何なにか食たべ物ものを与あたえるように、さしずをされた。 56両親りょうしんは驚おどろいてしまった。イエスはこの出来事できごとをだれにも話はなさないようにと、彼かれらに命めいじられた。
    

  


  


  
    第九章


    
      1それからイエスは十二弟子でしを呼よび集あつめて、彼かれらにすべての悪霊あくれいを制せいし、病気びょうきをいやす力ちからと権威けんいとをお授さづけになった。 2また神かみの国くにを宣のべ伝つたえ、かつ病気びょうきをなおすためにつかわして 3言いわれた、「旅たびのために何なにも携たずさえるな。つえも袋ふくろもパンも銭ぜにも持もたず、また下着したぎも二枚まいは持もつな。 4また、どこかの家いえにはいったら、そこに留とどまっておれ。そしてそこから出でかけることにしなさい。 5だれもあなたがたを迎むかえるものがいなかったら、その町まちを出でて行いくとき、彼かれらに対たいする抗議こうぎのしるしに、足あしからちりを払はらい落おとしなさい」。 6弟子でしたちは出でて行いって、村々むらむらを巡めぐり歩あるき、いたる所ところで福音ふくいんを宣のべ伝つたえ、また病気びょうきをいやした。
    


    
      7さて、領主りょうしゅヘロデはいろいろな出来事できごとを耳みみにして、あわて惑まどっていた。それは、ある人ひとたちは、ヨハネが死人しにんの中なかからよみがえったと言いい、 8またある人ひとたちは、エリヤが現あらわれたと言いい、またほかの人ひとたちは、昔むかしの預言者よげんしゃのひとりが復活ふっかつしたのだと言いっていたからである。 9そこでヘロデが言いった、「ヨハネはわたしがすでに首くびを切きったのだが、こうしてうわさされているこの人ひとは、いったい、だれなのだろう」。そしてイエスに会あってみようと思おもっていた。
    


    
      10使徒しとたちは帰かえってきて、自分じぶんたちのしたことをすべてイエスに話はなした。それからイエスは彼かれらを連つれて、ベツサイダという町まちへひそかに退しりぞかれた。 11ところが群衆ぐんしゅうがそれと知しって、ついてきたので、これを迎むかえて神かみの国くにのことを語かたり聞きかせ、また治療ちりょうを要ようする人ひとたちをいやされた。 12それから日ひが傾かたむきかけたので、十二弟子でしがイエスのもとにきて言いった、「群衆ぐんしゅうを解散かいさんして、まわりの村々むらむらや部落ぶらくへ行いって宿やどを取とり、食物しょくもつを手てにいれるようにさせてください。わたしたちはこんな寂さびしい所ところにきているのですから」。 13しかしイエスは言いわれた、「あなたがたの手てで食物しょくもつをやりなさい」。彼かれらは言いった、「わたしたちにはパン五つと魚うお二ひきしかありません、この大おおぜいの人ひとのために食物しょくもつを買かいに行いくかしなければ」。 14というのは、男おとこが五千人にんばかりもいたからである。しかしイエスは弟子でしたちに言いわれた、「人々ひとびとをおおよそ五十人にんずつの組くみにして、すわらせなさい」。 15彼かれらはそのとおりにして、みんなをすわらせた。 16イエスは五つのパンと二ひきの魚うおとを手てに取とり、天てんを仰あおいでそれを祝福しゅくふくしてさき、弟子でしたちにわたして群衆ぐんしゅうに配くばらせた。 17みんなの者ものは食たべて満腹まんぷくした。そして、その余あまりくずを集あつめたら、十二かごあった。
    


    
      18イエスがひとりで祈いのっておられたとき、弟子でしたちが近ちかくにいたので、彼かれらに尋たずねて言いわれた、「群衆ぐんしゅうはわたしをだれと言いっているか」。 19彼かれらは答こたえて言いった、「バプテスマのヨハネだと、言いっています。しかしほかの人ひとたちは、エリヤだと言いい、また昔むかしの預言者よげんしゃのひとりが復活ふっかつしたのだと、言いっている者ものもあります」。 20彼かれらに言いわれた、「それでは、あなたがたはわたしをだれと言いうか」。ペテロが答こたえて言いった、「神かみのキリストです」。 21イエスは彼かれらを戒いましめ、この事ことをだれにも言いうなと命めいじ、そして言いわれた、 22「人ひとの子こは必かならず多おおくの苦くるしみを受うけ、長老ちょうろう、祭司長さいしちょう、律法りっぽう学者がくしゃたちに捨すてられ、また殺ころされ、そして三日か目めによみがえる」。 23それから、みんなの者ものに言いわれた、「だれでもわたしについてきたいと思おもうなら、自分じぶんを捨すて、日々ひび自分じぶんの十字架じゅうじかを負おうて、わたしに従したがってきなさい。 24自分じぶんの命いのちを救すくおうと思おもう者ものはそれを失うしない、わたしのために自分じぶんの命いのちを失うしなう者ものは、それを救すくうであろう。 25人ひとが全ぜん世界せかいをもうけても、自分じぶん自身じしんを失うしないまたは損そんしたら、なんの得とくになろうか。 26わたしとわたしの言葉ことばとを恥はじる者ものに対たいしては、人ひとの子こもまた、自分じぶんの栄光えいこうと、父ちちと聖せいなる御使みつかいとの栄光えいこうのうちに現あらわれて来くるとき、その者ものを恥はじるであろう。 27よく聞きいておくがよい、神かみの国くにを見みるまでは、死しを味あじわわない者ものが、ここに立たっている者ものの中なかにいる」。
    


    
      28これらのことを話はなされた後のち、八日かほどたってから、イエスはペテロ、ヨハネ、ヤコブを連つれて、祈いのるために山やまに登のぼられた。 29祈いのっておられる間あいだに、み顔かおの様さまが変かわり、み衣ころもがまばゆいほどに白しろく輝かがやいた。 30すると見みよ、ふたりの人ひとがイエスと語かたり合あっていた。それはモーセとエリヤであったが、 31栄光えいこうの中なかに現あらわれて、イエスがエルサレムで遂とげようとする最後さいごのことについて話はなしていたのである。 32ペテロとその仲間なかまの者ものたちとは熟睡じゅくすいしていたが、目めをさますと、イエスの栄光えいこうの姿すがたと、共ともに立たっているふたりの人ひととを見みた。 33このふたりがイエスを離はなれ去さろうとしたとき、ペテロは自分じぶんが何なにを言いっているのかわからないで、イエスに言いった、「先生せんせい、わたしたちがここにいるのは、すばらしいことです。それで、わたしたちは小屋こやを三つ建たてましょう。一つはあなたのために、一つはモーセのために、一つはエリヤのために」。 34彼かれがこう言いっている間あいだに、雲くもがわき起おこって彼かれらをおおいはじめた。そしてその雲くもに囲かこまれたとき、彼かれらは恐おそれた。 35すると雲くもの中なかから声こえがあった、「これはわたしの子こ、わたしの選えらんだ者ものである。これに聞きけ」。 36そして声こえが止やんだとき、イエスがひとりだけになっておられた。弟子でしたちは沈黙ちんもくを守まもって、自分じぶんたちが見みたことについては、そのころだれにも話はなさなかった。
    


    
      37翌日よくじつ、一同いちどうが山やまを降おりて来くると、大おおぜいの群衆ぐんしゅうがイエスを出迎でむかえた。 38すると突然とつぜん、ある人ひとが群衆ぐんしゅうの中なかから大声おおごえをあげて言いった、「先生せんせい、お願ねがいです。わたしのむすこを見みてやってください。この子こはわたしのひとりむすこですが、 39霊れいが取とりつきますと、彼かれは急きゅうに叫さけび出だすのです。それから、霊れいは彼かれをひきつけさせて、あわを吹ふかせ、彼かれを弱よわり果はてさせて、なかなか出でて行いかないのです。 40それで、お弟子でしたちに、この霊れいを追おい出だしてくださるように願ねがいましたが、できませんでした」。 41イエスは答こたえて言いわれた、「ああ、なんという不ふ信仰しんこうな、曲まがった時代じだいであろう。いつまで、わたしはあなたがたと一緒いっしょにおられようか、またあなたがたに我慢がまんができようか。あなたの子こをここに連つれてきなさい」。 42ところが、その子こがイエスのところに来くる時ときにも、悪霊あくれいが彼かれを引ひき倒たおして、引ひきつけさせた。イエスはこの汚けがれた霊れいをしかりつけ、その子供こどもをいやして、父親ちちおやにお渡わたしになった。 43人々ひとびとはみな、神かみの偉大いだいな力ちからに非常ひじょうに驚おどろいた。
    


    
      みんなの者ものがイエスのしておられた数々かずかずの事ことを不思議ふしぎに思おもっていると、弟子でしたちに言いわれた、 44「あなたがたはこの言葉ことばを耳みみにおさめて置おきなさい。人ひとの子こは人々ひとびとの手てに渡わたされようとしている」。 45しかし、彼かれらはなんのことかわからなかった。それが彼かれらに隠かくされていて、悟さとることができなかったのである。また彼かれらはそのことについて尋たずねるのを恐おそれていた。
    


    
      46弟子でしたちの間あいだに、彼かれらのうちでだれがいちばん偉えらいだろうかということで、議論ぎろんがはじまった。 47イエスは彼かれらの心こころの思おもいを見抜みぬき、ひとりの幼おさな子ごを取とりあげて自分じぶんのそばに立たたせ、彼かれらに言いわれた、 48「だれでもこの幼おさな子ごをわたしの名なのゆえに受うけいれる者ものは、わたしを受うけいれるのである。そしてわたしを受うけいれる者ものは、わたしをおつかわしになったかたを受うけいれるのである。あなたがたみんなの中なかでいちばん小ちいさい者ものこそ、大おおきいのである」。
    


    
      49するとヨハネが答こたえて言いった、「先生せんせい、わたしたちはある人ひとがあなたの名なを使つかって悪霊あくれいを追おい出だしているのを見みましたが、その人ひとはわたしたちの仲間なかまでないので、やめさせました」。 50イエスは彼かれに言いわれた、「やめさせないがよい。あなたがたに反対はんたいしない者ものは、あなたがたの味方みかたなのである」。
    


    
      51さて、イエスが天てんに上あげられる日ひが近ちかづいたので、エルサレムへ行いこうと決意けついして、その方ほうへ顔かおをむけられ、 52自分じぶんに先立さきだって使者ししゃたちをおつかわしになった。そして彼かれらがサマリヤ人びとの村むらへはいって行いき、イエスのために準備じゅんびをしようとしたところ、 53村人むらびとは、エルサレムへむかって進すすんで行いかれるというので、イエスを歓迎かんげいしようとはしなかった。 54弟子でしのヤコブとヨハネとはそれを見みて言いった、「主しゅよ、いかがでしょう。彼かれらを焼やき払はらってしまうように、天てんから火ひをよび求もとめましょうか」。 55イエスは振ふりかえって、彼かれらをおしかりになった。 56そして一同いちどうはほかの村むらへ行いった。
    


    
      57道みちを進すすんで行いくと、ある人ひとがイエスに言いった、「あなたがおいでになる所ところならどこへでも従したがってまいります」。 58イエスはその人ひとに言いわれた、「きつねには穴あながあり、空そらの鳥とりには巣すがある。しかし、人ひとの子こにはまくらする所ところがない」。 59またほかの人ひとに、「わたしに従したがってきなさい」と言いわれた。するとその人ひとが言いった、「まず、父ちちを葬ほうむりに行いかせてください」。 60彼かれに言いわれた、「その死人しにんを葬ほうむることは、死人しにんに任まかせておくがよい。あなたは、出でて行いって神かみの国くにを告つげひろめなさい」。 61またほかの人ひとが言いった、「主しゅよ、従したがってまいりますが、まず家いえの者ものに別わかれを言いいに行いかせてください」。 62イエスは言いわれた、「手てをすきにかけてから、うしろを見みる者ものは、神かみの国くににふさわしくないものである」。
    

  


  


  
    第十章


    
      1その後のち、主しゅは別べつに七十二人にんを選えらび、行いこうとしておられたすべての町まちや村むらへ、ふたりずつ先さきにおつかわしになった。 2そのとき、彼かれらに言いわれた、「収穫しゅうかくは多おおいが、働はたらき人びとが少すくない。だから、収穫しゅうかくの主しゅに願ねがって、その収穫しゅうかくのために働はたらき人びとを送おくり出だすようにしてもらいなさい。 3さあ、行いきなさい。わたしがあなたがたをつかわすのは、小羊こひつじをおおかみの中なかに送おくるようなものである。 4財布さいふも袋ふくろもくつも持もって行いくな。だれにも道みちであいさつするな。 5どこかの家いえにはいったら、まず『平安へいあんがこの家いえにあるように』と言いいなさい。 6もし平安へいあんの子こがそこにおれば、あなたがたの祈いのる平安へいあんはその人ひとの上うえにとどまるであろう。もしそうでなかったら、それはあなたがたの上うえに帰かえって来くるであろう。 7それで、その同おなじ家いえに留とどまっていて、家いえの人ひとが出だしてくれるものを飲のみ食くいしなさい。働はたらき人びとがその報むくいを得えるのは当然とうぜんである。家いえから家いえへと渡わたり歩あるくな。 8どの町まちへはいっても、人々ひとびとがあなたがたを迎むかえてくれるなら、前まえに出だされるものを食たべなさい。 9そして、その町まちにいる病人びょうにんをいやしてやり、『神かみの国くにはあなたがたに近ちかづいた』と言いいなさい。 10しかし、どの町まちへはいっても、人々ひとびとがあなたがたを迎むかえない場合ばあいには、大通おおどおりに出でて行いって言いいなさい、 11『わたしたちの足あしについているこの町まちのちりも、ぬぐい捨すてて行いく。しかし、神かみの国くにが近ちかづいたことは、承知しょうちしているがよい』。 12あなたがたに言いっておく。その日ひには、この町まちよりもソドムの方ほうが耐たえやすいであろう。 13わざわいだ、コラジンよ。わざわいだ、ベツサイダよ。おまえたちの中なかでなされた力ちからあるわざが、もしツロとシドンでなされたなら、彼かれらはとうの昔むかしに、荒布あらぬのをまとい灰はいの中なかにすわって、悔くい改あらためたであろう。 14しかし、さばきの日ひには、ツロとシドンの方ほうがおまえたちよりも、耐たえやすいであろう。 15ああ、カペナウムよ、おまえは天てんにまで上あげられようとでもいうのか。黄泉よみにまで落おとされるであろう。 16あなたがたに聞きき従したがう者ものは、わたしに聞きき従したがうのであり、あなたがたを拒こばむ者ものは、わたしを拒こばむのである。そしてわたしを拒こばむ者ものは、わたしをおつかわしになったかたを拒こばむのである」。
    


    
      17七十二人にんが喜よろこんで帰かえってきて言いった、「主しゅよ、あなたの名なによっていたしますと、悪霊あくれいまでがわたしたちに服従ふくじゅうします」。 18彼かれらに言いわれた、「わたしはサタンが電光でんこうのように天てんから落おちるのを見みた。 19わたしはあなたがたに、へびやさそりを踏ふみつけ、敵てきのあらゆる力ちからに打うち勝かつ権威けんいを授さづけた。だから、あなたがたに害がいをおよぼす者ものはまったく無ないであろう。 20しかし、霊れいがあなたがたに服従ふくじゅうすることを喜よろこぶな。むしろ、あなたがたの名なが天てんにしるされていることを喜よろこびなさい」。
    


    
      21そのとき、イエスは聖霊せいれいによって喜よろこびあふれて言いわれた、「天地てんちの主しゅなる父ちちよ。あなたをほめたたえます。これらの事ことを知恵ちえのある者ものや賢かしこい者ものに隠かくして、幼おさな子ごにあらわしてくださいました。父ちちよ、これはまことに、みこころにかなった事ことでした。 22すべての事ことは父ちちからわたしに任まかせられています。そして、子こがだれであるかは、父ちちのほか知しっている者ものはありません。また父ちちがだれであるかは、子こと、父ちちをあらわそうとして子こが選えらんだ者ものとのほか、だれも知しっている者ものはいません」。 23それから弟子でしたちの方ほうに振ふりむいて、ひそかに言いわれた、「あなたがたが見みていることを見みる目めは、さいわいである。 24あなたがたに言いっておく。多おおくの預言者よげんしゃや王おうたちも、あなたがたの見みていることを見みようとしたが、見みることができず、あなたがたの聞きいていることを聞きこうとしたが、聞きけなかったのである」。
    


    
      25するとそこへ、ある律法りっぽう学者がくしゃが現あらわれ、イエスを試こころみようとして言いった、「先生せんせい、何なにをしたら永遠えいえんの生命せいめいが受うけられましょうか」。 26彼かれに言いわれた、「律法りっぽうにはなんと書かいてあるか。あなたはどう読よむか」。 27彼かれは答こたえて言いった、「『心こころをつくし、精神せいしんをつくし、力ちからをつくし、思おもいをつくして、主しゅなるあなたの神かみを愛あいせよ』。また、『自分じぶんを愛あいするように、あなたの隣となり人びとを愛あいせよ』とあります」。 28彼かれに言いわれた、「あなたの答こたえは正ただしい。そのとおり行おこないなさい。そうすれば、いのちが得えられる」。 29すると彼かれは自分じぶんの立場たちばを弁護べんごしようと思おもって、イエスに言いった、「では、わたしの隣となり人びととはだれのことですか」。 30イエスが答こたえて言いわれた、「ある人ひとがエルサレムからエリコに下くだって行いく途中とちゅう、強盗ごうとうどもが彼かれを襲おそい、その着物きものをはぎ取とり、傷きずを負おわせ、半殺はんごろしにしたまま、逃にげ去さった。 31するとたまたま、ひとりの祭司さいしがその道みちを下くだってきたが、この人ひとを見みると、向むこう側がわを通とおって行いった。 32同様どうように、レビ人ひともこの場所ばしょにさしかかってきたが、彼かれを見みると向むこう側がわを通とおって行いった。 33ところが、あるサマリヤ人びとが旅たびをしてこの人ひとのところを通とおりかかり、彼かれを見みて気きの毒どくに思おもい、 34近寄ちかよってきてその傷きずにオリブ油ゆとぶどう酒しゅとを注そそいでほうたいをしてやり、自分じぶんの家畜かちくに乗のせ、宿屋やどやに連つれて行いって介抱かいほうした。 35翌日よくじつ、デナリ二つを取とり出だして宿屋やどやの主人しゅじんに手渡てわたし、『この人ひとを見みてやってください。費用ひようがよけいにかかったら、帰かえりがけに、わたしが支払しはらいます』と言いった。 36この三人にんのうち、だれが強盗ごうとうに襲おそわれた人ひとの隣となり人びとになったと思おもうか」。 37彼かれが言いった、「その人ひとに慈悲じひ深ぶかい行おこないをした人ひとです」。そこでイエスは言いわれた、「あなたも行いって同おなじようにしなさい」。
    


    
      38一同いちどうが旅たびを続つづけているうちに、イエスがある村むらへはいられた。するとマルタという名なの女おんながイエスを家いえに迎むかえ入いれた。 39この女おんなにマリヤという妹いもうとがいたが、主しゅの足あしもとにすわって、御言みことばに聞きき入いっていた。 40ところが、マルタは接待せったいのことで忙いそがしくて心こころをとりみだし、イエスのところにきて言いった、「主しゅよ、妹いもうとがわたしだけに接待せったいをさせているのを、なんともお思おもいになりませんか。わたしの手伝てつだいをするように妹いもうとにおっしゃってください」。 41主しゅは答こたえて言いわれた、「マルタよ、マルタよ、あなたは多おおくのことに心こころを配くばって思おもいわずらっている。 42しかし、無なくてならぬものは多おおくはない。いや、一つだけである。マリヤはその良よい方ほうを選えらんだのだ。そしてそれは、彼女かのじょから取とり去さってはならないものである」。
    

  


  


  
    第十一章


    
      1また、イエスはある所ところで祈いのっておられたが、それが終おわったとき、弟子でしのひとりが言いった、「主しゅよ、ヨハネがその弟子でしたちに教おしえたように、わたしたちにも祈いのることを教おしえてください」。 2そこで彼かれらに言いわれた、「祈いのるときには、こう言いいなさい、『父ちちよ、御名みながあがめられますように。御国みくにがきますように。 3わたしたちの日ひごとの食物しょくもつを、日々ひびお与あたえください。 4わたしたちに負債ふさいのある者ものを皆みなゆるしますから、わたしたちの罪つみをもおゆるしください。わたしたちを試こころみに会あわせないでください』」。 5そして彼かれらに言いわれた、「あなたがたのうちのだれかに、友人ゆうじんがあるとして、その人ひとのところへ真夜中まよなかに行いき、『友ともよ、パンを三つ貸かしてください。 6友ともだちが旅先たびさきからわたしのところに着ついたのですが、何なにも出だすものがありませんから』と言いった場合ばあい、 7彼かれは内うちから、『面倒めんどうをかけないでくれ。もう戸とは締しめてしまったし、子供こどもたちもわたしと一緒いっしょに床とこにはいっているので、いま起おきて何なにもあげるわけにはいかない』と言いうであろう。 8しかし、よく聞ききなさい、友人ゆうじんだからというのでは起おきて与あたえないが、しきりに願ねがうので、起おき上あがって必要ひつようなものを出だしてくれるであろう。 9そこでわたしはあなたがたに言いう。求もとめよ、そうすれば、与あたえられるであろう。捜さがせ、そうすれば見みいだすであろう。門もんをたたけ、そうすれば、あけてもらえるであろう。 10すべて求もとめる者ものは得え、捜さがす者ものは見みいだし、門もんをたたく者ものはあけてもらえるからである。 11あなたがたのうちで、父ちちであるものは、その子こが魚うおを求もとめるのに、魚うおの代かわりにへびを与あたえるだろうか。 12卵たまごを求もとめるのに、さそりを与あたえるだろうか。 13このように、あなたがたは悪わるい者ものであっても、自分じぶんの子供こどもには、良よい贈おくり物ものをすることを知しっているとすれば、天てんの父ちちはなおさら、求もとめて来くる者ものに聖霊せいれいを下くださらないことがあろうか」。
    


    
      14さて、イエスが悪霊あくれいを追おい出だしておられた。それは、おしの霊れいであった。悪霊あくれいが出でて行いくと、おしが物ものを言いうようになったので、群衆ぐんしゅうは不思議ふしぎに思おもった。 15その中なかのある人々ひとびとが、「彼かれは悪霊あくれいのかしらベルゼブルによって、悪霊あくれいどもを追おい出だしているのだ」と言いい、 16またほかの人々ひとびとは、イエスを試こころみようとして、天てんからのしるしを求もとめた。 17しかしイエスは、彼かれらの思おもいを見抜みぬいて言いわれた、「おおよそ国くにが内部ないぶで分裂ぶんれつすれば自滅じめつしてしまい、また家いえが分わかれ争あらそえば倒たおれてしまう。 18そこでサタンも内部ないぶで分裂ぶんれつすれば、その国くにはどうして立たち行いけよう。あなたがたはわたしがベルゼブルによって悪霊あくれいを追おい出だしていると言いうが、 19もしわたしがベルゼブルによって悪霊あくれいを追おい出だすとすれば、あなたがたの仲間なかまはだれによって追おい出だすのであろうか。だから、彼かれらがあなたがたをさばく者ものとなるであろう。 20しかし、わたしが神かみの指ゆびによって悪霊あくれいを追おい出だしているのなら、神かみの国くにはすでにあなたがたのところにきたのである。 21強つよい人ひとが十分じゅうぶんに武装ぶそうして自分じぶんの邸宅ていたくを守まもっている限かぎり、その持もち物ものは安全あんぜんである。 22しかし、もっと強つよい者ものが襲おそってきて彼かれに打うち勝かてば、その頼たのみにしていた武具ぶぐを奪うばって、その分捕ぶんどり品ひんを分わけるのである。 23わたしの味方みかたでない者ものは、わたしに反対はんたいするものであり、わたしと共ともに集あつめない者ものは、散ちらすものである。 24汚けがれた霊れいが人ひとから出でると、休やすみ場ばを求もとめて水みずの無ない所ところを歩あるきまわるが、見みつからないので、出でてきた元もとの家いえに帰かえろうと言いって、 25帰かえって見みると、その家いえはそうじがしてある上うえ、飾かざりつけがしてあった。 26そこでまた出でて行いって、自分じぶん以上いじょうに悪わるい他たの七つの霊れいを引ひき連つれてきて中なかにはいり、そこに住すみ込こむ。そうすると、その人ひとの後のちの状態じょうたいは初はじめよりももっと悪わるくなるのである」。
    


    
      27イエスがこう話はなしておられるとき、群衆ぐんしゅうの中なかからひとりの女おんなが声こえを張はりあげて言いった、「あなたを宿やどした胎たい、あなたが吸すわれた乳房ちぶさは、なんとめぐまれていることでしょう」。 28しかしイエスは言いわれた、「いや、めぐまれているのは、むしろ、神かみの言ことばを聞きいてそれを守まもる人ひとたちである」。
    


    
      29さて群衆ぐんしゅうが群むらがり集あつまったので、イエスは語かたり出だされた、「この時代じだいは邪悪じゃあくな時代じだいである。それはしるしを求もとめるが、ヨナのしるしのほかには、なんのしるしも与あたえられないであろう。 30というのは、ニネベの人々ひとびとに対たいしてヨナがしるしとなったように、人ひとの子こもこの時代じだいに対たいしてしるしとなるであろう。 31南みなみの女王じょおうが、今いまの時代じだいの人々ひとびとと共ともにさばきの場ばに立たって、彼かれらを罪つみに定さだめるであろう。なぜなら、彼女かのじょはソロモンの知恵ちえを聞きくために、地ちの果はてからはるばるきたからである。しかし見みよ、ソロモンにまさる者ものがここにいる。 32ニネベの人々ひとびとが、今いまの時代じだいの人々ひとびとと共ともにさばきの場ばに立たって、彼かれらを罪つみに定さだめるであろう。なぜなら、ニネベの人々ひとびとはヨナの宣教せんきょうによって悔くい改あらためたからである。しかし見みよ、ヨナにまさる者ものがここにいる。
    


    
      33だれもあかりをともして、それを穴倉あなぐらの中なかや枡ますの下したに置おくことはしない。むしろはいって来くる人ひとたちに、そのあかりが見みえるように、燭台しょくだいの上うえにおく。 34あなたの目めは、からだのあかりである。あなたの目めが澄すんでおれば、全身ぜんしんも明あかるいが、目めがわるければ、からだも暗くらい。 35だから、あなたの内うちなる光ひかりが暗くらくならないように注意ちゅういしなさい。 36もし、あなたのからだ全体ぜんたいが明あかるくて、暗くらい部分ぶぶんが少すこしもなければ、ちょうど、あかりが輝かがやいてあなたを照てらす時ときのように、全身ぜんしんが明あかるくなるであろう」。
    


    
      37イエスが語かたっておられた時とき、あるパリサイ人びとが、自分じぶんの家いえで食事しょくじをしていただきたいと申もうし出でたので、はいって食卓しょくたくにつかれた。 38ところが、食前しょくぜんにまず洗あらうことをなさらなかったのを見みて、そのパリサイ人びとが不思議ふしぎに思おもった。 39そこで主しゅは彼かれに言いわれた、「いったい、あなたがたパリサイ人びとは、杯さかずきや盆ぼんの外側そとがわをきよめるが、あなたがたの内側うちがわは貪欲どんよくと邪悪じゃあくとで満みちている。 40愚おろかな者ものたちよ、外側そとがわを造つくったかたは、また内側うちがわも造つくられたではないか。 41ただ、内側うちがわにあるものをきよめなさい。そうすれば、いっさいがあなたがたにとって、清きよいものとなる。
    


    
      42しかし、あなた方ほうパリサイ人びとは、わざわいである。はっか、うん香こう、あらゆる野菜やさいなどの十分ぶんの一を宮みやに納おさめておりながら、義ぎと神かみに対たいする愛あいとをなおざりにしている。それもなおざりにはできないが、これは行おこなわねばならない。 43あなたがたパリサイ人びとは、わざわいである。会堂かいどうの上席じょうせきや広場ひろばでの敬礼けいれいを好このんでいる。 44あなたがたは、わざわいである。人目ひとめにつかない墓はかのようなものである。その上うえを歩あるいても人々ひとびとは気きづかないでいる」。
    


    
      45ひとりの律法りっぽう学者がくしゃがイエスに答こたえて言いった、「先生せんせい、そんなことを言いわれるのは、わたしたちまでも侮辱ぶじょくすることです」。 46そこで言いわれた、「あなたがた律法りっぽう学者がくしゃも、わざわいである。負おい切きれない重荷おもにを人ひとに負おわせながら、自分じぶんではその荷にに指ゆび一本ぽんでも触ふれようとしない。 47あなたがたは、わざわいである。預言者よげんしゃたちの碑ひを建たてるが、しかし彼かれらを殺ころしたのは、あなたがたの先祖せんぞであったのだ。 48だから、あなたがたは、自分じぶんの先祖せんぞのしわざに同意どういする証人しょうにんなのだ。先祖せんぞが彼かれらを殺ころし、あなたがたがその碑ひを建たてるのだから。 49それゆえに、『神かみの知恵ちえ』も言いっている、『わたしは預言者よげんしゃと使徒しととを彼かれらにつかわすが、彼かれらはそのうちのある者ものを殺ころしたり、迫害はくがいしたりするであろう』。 50それで、アベルの血ちから祭壇さいだんと神殿しんでんとの間あいだで殺ころされたザカリヤの血ちに至いたるまで、世よの初はじめから流ながされてきたすべての預言者よげんしゃの血ちについて、この時代じだいがその責任せきにんを問とわれる。 51そうだ、あなたがたに言いっておく、この時代じだいがその責任せきにんを問とわれるであろう。 52あなたがた律法りっぽう学者がくしゃは、わざわいである。知識ちしきのかぎを取とりあげて、自分じぶんがはいらないばかりか、はいろうとする人ひとたちを妨さまたげてきた」。
    


    
      53イエスがそこを出でて行いかれると、律法りっぽう学者がくしゃやパリサイ人びとは、激はげしく詰つめ寄より、いろいろな事ことを問といかけて、 54イエスの口くちから何なにか言いいがかりを得えようと、ねらいはじめた。
    

  


  


  
    第十二章


    
      1その間あいだに、おびただしい群衆ぐんしゅうが、互たがいに踏ふみ合あうほどに群むらがってきたが、イエスはまず弟子でしたちに語かたりはじめられた、「パリサイ人びとのパン種だね、すなわち彼かれらの偽善ぎぜんに気きをつけなさい。 2おおいかぶされたもので、現あらわれてこないものはなく、隠かくれているもので、知しられてこないものはない。 3だから、あなたがたが暗くらやみで言いったことは、なんでもみな明あかるみで聞きかれ、密室みっしつで耳みみにささやいたことは、屋根やねの上うえで言いいひろめられるであろう。 4そこでわたしの友ともであるあなたがたに言いうが、からだを殺ころしても、そのあとでそれ以上いじょうなにもできない者ものどもを恐おそれるな。 5恐おそるべき者ものがだれであるか、教おしえてあげよう。殺ころしたあとで、更さらに地獄じごくに投なげ込こむ権威けんいのあるかたを恐おそれなさい。そうだ、あなたがたに言いっておくが、そのかたを恐おそれなさい。 6五羽わのすずめは二アサリオンで売うられているではないか。しかも、その一羽わも神かみのみまえで忘わすれられてはいない。 7その上うえ、あなたがたの頭あたまの毛けまでも、みな数かぞえられている。恐おそれることはない。あなたがたは多おおくのすずめよりも、まさった者ものである。 8そこで、あなたがたに言いう。だれでも人ひとの前まえでわたしを受うけいれる者ものを、人ひとの子こも神かみの使つかいたちの前まえで受うけいれるであろう。 9しかし、人ひとの前まえでわたしを拒こばむ者ものは、神かみの使つかいたちの前まえで拒こばまれるであろう。 10また、人ひとの子こに言いい逆さからう者ものはゆるされるであろうが、聖霊せいれいをけがす者ものは、ゆるされることはない。 11あなたがたが会堂かいどうや役人やくにんや高官こうかんの前まえへひっぱられて行いった場合ばあいには、何なにをどう弁明べんめいしようか、何なにを言いおうかと心配しんぱいしないがよい。 12言いうべきことは、聖霊せいれいがその時ときに教おしえてくださるからである」。
    


    
      13群衆ぐんしゅうの中なかのひとりがイエスに言いった、「先生せんせい、わたしの兄弟きょうだいに、遺産いさんを分わけてくれるようにおっしゃってください」。 14彼かれに言いわれた、「人ひとよ、だれがわたしをあなたがたの裁判人さいばんにんまたは分配ぶんぱい人にんに立たてたのか」。 15それから人々ひとびとにむかって言いわれた、「あらゆる貪欲どんよくに対たいしてよくよく警戒けいかいしなさい。たといたくさんの物ものを持もっていても、人ひとのいのちは、持もち物ものにはよらないのである」。 16そこで一つの譬たとえを語かたられた、「ある金持かねもちの畑はたけが豊作ほうさくであった。 17そこで彼かれは心こころの中なかで、『どうしようか、わたしの作物さくもつをしまっておく所ところがないのだが』と思おもいめぐらして 18言いった、『こうしよう。わたしの倉くらを取とりこわし、もっと大おおきいのを建たてて、そこに穀物こくもつや食糧しょくりょうを全部ぜんぶしまい込こもう。 19そして自分じぶんの魂たましいに言いおう。たましいよ、おまえには長年ながねん分ぶんの食糧しょくりょうがたくさんたくわえてある。さあ安心あんしんせよ、食くえ、飲のめ、楽たのしめ』。 20すると神かみが彼かれに言いわれた、『愚おろかな者ものよ、あなたの魂たましいは今夜こんやのうちにも取とり去さられるであろう。そしたら、あなたが用意よういした物ものは、だれのものになるのか』。 21自分じぶんのために宝たからを積つんで神かみに対たいして富とまない者ものは、これと同おなじである」。
    


    
      22それから弟子でしたちに言いわれた、「それだから、あなたがたに言いっておく。何なにを食たべようかと、命いのちのことで思おもいわずらい、何なにを着きようかとからだのことで思おもいわずらうな。 23命いのちは食物しょくもつにまさり、からだは着物きものにまさっている。 24からすのことを考かんがえて見みよ。まくことも、刈かることもせず、また、納屋なやもなく倉くらもない。それだのに、神かみは彼かれらを養やしなっていて下くださる。あなたがたは鳥とりよりも、はるかにすぐれているではないか。 25あなたがたのうち、だれが思おもいわずらったからとて、自分じぶんの寿命じゅみょうをわずかでも延のばすことができようか。 26そんな小ちいさな事ことさえできないのに、どうしてほかのことを思おもいわずらうのか。 27野のの花はなのことを考かんがえて見みるがよい。紡つむぎもせず、織おりもしない。しかし、あなたがたに言いうが、栄華えいがをきわめた時ときのソロモンでさえ、この花はなの一つほどにも着飾きかざってはいなかった。 28きょうは野のにあって、あすは炉ろに投なげ入いれられる草くさでさえ、神かみはこのように装よそおって下くださるのなら、あなたがたに、それ以上いじょうよくしてくださらないはずがあろうか。ああ、信仰しんこうの薄うすい者ものたちよ。 29あなたがたも、何なにを食たべ、何なにを飲のもうかと、あくせくするな、また気きを使つかうな。 30これらのものは皆みな、この世よの異邦人いほうじんが切せつに求もとめているものである。あなたがたの父ちちは、これらのものがあなたがたに必要ひつようであることを、ご存ぞんじである。 31ただ、御国みくにを求もとめなさい。そうすれば、これらのものは添そえて与あたえられるであろう。 32恐おそれるな、小ちいさい群むれよ。御国みくにを下くださることは、あなたがたの父ちちのみこころなのである。 33自分じぶんの持もち物ものを売うって、施ほどこしなさい。自分じぶんのために古ふるびることのない財布さいふをつくり、盗人ぬすびとも近寄ちかよらず、虫むしも食くい破やぶらない天てんに、尽つきることのない宝たからをたくわえなさい。 34あなたがたの宝たからのある所ところには、心こころもあるからである。
    


    
      35腰こしに帯おびをしめ、あかりをともしていなさい。 36主人しゅじんが婚こん宴えんから帰かえってきて戸とをたたくとき、すぐあけてあげようと待まっている人ひとのようにしていなさい。 37主人しゅじんが帰かえってきたとき、目めを覚さましているのを見みられる僕しもべたちは、さいわいである。よく言いっておく。主人しゅじんが帯おびをしめて僕しもべたちを食卓しょくたくにつかせ、進すすみ寄よって給仕きゅうじをしてくれるであろう。 38主人しゅじんが夜中よなかごろ、あるいは夜明よあけごろに帰かえってきても、そうしているのを見みられるなら、その人ひとたちはさいわいである。 39このことを、わきまえているがよい。家いえの主人しゅじんは、盗賊とうぞくがいつごろ来くるかわかっているなら、自分じぶんの家いえに押おし入いらせはしないであろう。 40あなたがたも用意よういしていなさい。思おもいがけない時ときに人ひとの子こが来くるからである」。
    


    
      41するとペテロが言いった、「主しゅよ、この譬たとえを話はなしておられるのはわたしたちのためなのですか。それとも、みんなの者もののためなのですか」。 42そこで主しゅが言いわれた、「主人しゅじんが、召使めしつかいたちの上うえに立たてて、時ときに応おうじて定さだめの食事しょくじをそなえさせる忠実ちゅうじつな思慮しりょ深ぶかい家令かれいは、いったいだれであろう。 43主人しゅじんが帰かえってきたとき、そのようにつとめているのを見みられる僕しもべは、さいわいである。 44よく言いっておくが、主人しゅじんはその僕しもべを立たてて自分じぶんの全ぜん財産ざいさんを管理かんりさせるであろう。 45しかし、もしその僕しもべが、主人しゅじんの帰かえりがおそいと心こころの中なかで思おもい、男女だんじょの召使めしつかいたちを打うちたたき、そして食たべたり、飲のんだりして酔よいはじめるならば、 46その僕しもべの主人しゅじんは思おもいがけない日ひ、気きがつかない時ときに帰かえって来くるであろう。そして、彼かれを厳罰げんばつに処しょして、不ふ忠実ちゅうじつなものたちと同おなじ目めにあわせるであろう。 47主人しゅじんのこころを知しっていながら、それに従したがって用意よういもせず勤つとめもしなかった僕しもべは、多おおくむち打うたれるであろう。 48しかし、知しらずに打うたれるようなことをした者ものは、打うたれ方ほうが少すくないだろう。多おおく与あたえられた者ものからは多おおく求もとめられ、多おおく任まかせられた者ものからは更さらに多おおく要求ようきゅうされるのである。
    


    
      49わたしは、火ひを地上ちじょうに投とうじるためにきたのだ。火ひがすでに燃もえていたならと、わたしはどんなに願ねがっていることか。 50しかし、わたしには受うけねばならないバプテスマがある。そして、それを受うけてしまうまでは、わたしはどんなにか苦くるしい思おもいをすることであろう。 51あなたがたは、わたしが平和へいわをこの地上ちじょうにもたらすためにきたと思おもっているのか。あなたがたに言いっておく。そうではない。むしろ分裂ぶんれつである。 52というのは、今いまから後のちは、一家いっかの内うちで五人にんが相あい分わかれて、三人にんはふたりに、ふたりは三人にんに対立たいりつし、 53また父ちちは子こに、子こは父ちちに、母ははは娘むすめに、娘むすめは母ははに、しゅうとめは嫁よめに、嫁よめはしゅうとめに、対立たいりつするであろう」。
    


    
      54イエスはまた群衆ぐんしゅうに対たいしても言いわれた、「あなたがたは、雲くもが西にしに起おこるのを見みるとすぐ、にわか雨あめがやって来くる、と言いう。果はたしてそのとおりになる。 55それから南風みなみかぜが吹ふくと、暑あつくなるだろう、と言いう。果はたしてそのとおりになる。 56偽善者ぎぜんしゃよ、あなたがたは天地てんちの模様もようを見分みわけることを知しりながら、どうして今いまの時代じだいを見分みわけることができないのか。 57また、あなたがたは、なぜ正ただしいことを自分じぶんで判断はんだんしないのか。 58たとえば、あなたを訴うったえる人ひとと一緒いっしょに役人やくにんのところへ行いくときには、途中とちゅうでその人ひとと和解わかいするように努つとめるがよい。そうしないと、その人ひとはあなたを裁判官さいばんかんのところへひっぱって行いき、裁判官さいばんかんはあなたを獄吏ごくりに引ひき渡わたし、獄吏ごくりはあなたを獄ごくに投なげ込こむであろう。 59わたしは言いって置おく、最後さいごの一レプタまでも支払しはらってしまうまでは、決けっしてそこから出でて来くることはできない」。
    

  


  


  
    第十三章


    
      1ちょうどその時とき、ある人々ひとびとがきて、ピラトがガリラヤ人びとたちの血ちを流ながし、それを彼かれらの犠牲ぎせいの血ちに混まぜたことを、イエスに知しらせた。 2そこでイエスは答こたえて言いわれた、「それらのガリラヤ人びとが、そのような災難さいなんにあったからといって、他たのすべてのガリラヤ人びと以上いじょうに罪つみが深ふかかったと思おもうのか。 3あなたがたに言いうが、そうではない。あなたがたも悔くい改あらためなければ、みな同おなじように滅ほろびるであろう。 4また、シロアムの塔とうが倒たおれたためにおし殺ころされたあの十八人にんは、エルサレムの他たの全ぜん住民じゅうみん以上いじょうに罪つみの負債ふさいがあったと思おもうか。 5あなたがたに言いうが、そうではない。あなたがたも悔くい改あらためなければ、みな同おなじように滅ほろびるであろう」。
    


    
      6それから、この譬たとえを語かたられた、「ある人ひとが自分じぶんのぶどう園えんにいちじくの木きを植うえて置おいたので、実みを捜さがしにきたが見みつからなかった。 7そこで園丁えんていに言いった、『わたしは三年間ねんかんも実みを求もとめて、このいちじくの木きのところにきたのだが、いまだに見みあたらない。その木きを切きり倒たおしてしまえ。なんのために、土地とちをむだにふさがせて置おくのか』。 8すると園丁えんていは答こたえて言いった、『ご主人様しゅじんさま、ことしも、そのままにして置おいてください。そのまわりを掘ほって肥料ひりょうをやって見みますから。 9それで来年らいねん実みがなりましたら結構けっこうです。もしそれでもだめでしたら、切きり倒たおしてください』」。
    


    
      10安息日あんそくにちに、ある会堂かいどうで教おしえておられると、 11そこに十八年間ねんかんも病気びょうきの霊れいにつかれ、かがんだままで、からだを伸のばすことの全まったくできない女おんながいた。 12イエスはこの女おんなを見みて、呼よびよせ、「女おんなよ、あなたの病気びょうきはなおった」と言いって、 13手てをその上うえに置おかれた。すると立たちどころに、そのからだがまっすぐになり、そして神かみをたたえはじめた。 14ところが会堂司かいどうづかさは、イエスが安息日あんそくにちに病気びょうきをいやされたことを憤いきどおり、群衆ぐんしゅうにむかって言いった、「働はたらくべき日ひは六日むいかある。その間あいだに、なおしてもらいにきなさい。安息日あんそくにちにはいけない」。 15主しゅはこれに答こたえて言いわれた、「偽善者ぎぜんしゃたちよ、あなたがたはだれでも、安息日あんそくにちであっても、自分じぶんの牛うしやろばを家畜かちく小屋こやから解といて、水みずを飲のませに引ひき出だしてやるではないか。 16それなら、十八年間ねんかんもサタンに縛しばられていた、アブラハムの娘むすめであるこの女おんなを、安息日あんそくにちであっても、その束縛そくばくから解といてやるべきではなかったか」。 17こう言いわれたので、イエスに反対はんたいしていた人ひとたちはみな恥はじ入いった。そして群衆ぐんしゅうはこぞって、イエスがなされたすべてのすばらしいみわざを見みて喜よろこんだ。
    


    
      18そこで言いわれた、「神かみの国くには何なにに似にているか。またそれを何なににたとえようか。 19一粒つぶのからし種だねのようなものである。ある人ひとがそれを取とって庭にわにまくと、育そだって木きとなり、空そらの鳥とりもその枝えだに宿やどるようになる」。 20また言いわれた、「神かみの国くにを何なににたとえようか。 21パン種だねのようなものである。女おんながそれを取とって三斗との粉こなの中なかに混まぜると、全体ぜんたいがふくらんでくる」。
    


    
      22さてイエスは教おしえながら町々まちまち村々むらむらを通とおり過すぎ、エルサレムへと旅たびを続つづけられた。 23すると、ある人ひとがイエスに、「主しゅよ、救すくわれる人ひとは少すくないのですか」と尋たずねた。 24そこでイエスは人々ひとびとにむかって言いわれた、「狭せまい戸口とぐちからはいるように努つとめなさい。事実じじつ、はいろうとしても、はいれない人ひとが多おおいのだから。 25家いえの主人しゅじんが立たって戸とを閉とじてしまってから、あなたがたが外そとに立たち戸とをたたき始はじめて、『ご主人様しゅじんさま、どうぞあけてください』と言いっても、主人しゅじんはそれに答こたえて、『あなたがたがどこからきた人ひとなのか、わたしは知しらない』と言いうであろう。 26そのとき、『わたしたちはあなたとご一緒いっしょに飲のみ食くいしました。また、あなたはわたしたちの大通おおどおりで教おしえてくださいました』と言いい出だしても、 27彼かれは、『あなたがたがどこからきた人ひとなのか、わたしは知しらない。悪事あくじを働はたらく者ものどもよ、みんな行いってしまえ』と言いうであろう。 28あなたがたは、アブラハム、イサク、ヤコブやすべての預言者よげんしゃたちが、神かみの国くににはいっているのに、自分じぶんたちは外そとに投なげ出だされることになれば、そこで泣なき叫さけんだり、歯はがみをしたりするであろう。 29それから人々ひとびとが、東ひがしから西にしから、また南みなみから北きたからきて、神かみの国くにで宴会えんかいの席せきにつくであろう。 30こうしてあとのもので先さきになるものがあり、また、先さきのものであとになるものもある」。
    


    
      31ちょうどその時とき、あるパリサイ人びとたちが、イエスに近寄ちかよってきて言いった、「ここから出でて行いきなさい。ヘロデがあなたを殺ころそうとしています」。 32そこで彼かれらに言いわれた、「あのきつねのところへ行いってこう言いえ、『見みよ、わたしはきょうもあすも悪霊あくれいを追おい出だし、また、病気びょうきをいやし、そして三日か目めにわざを終おえるであろう。 33しかし、きょうもあすも、またその次つぎの日ひも、わたしは進すすんで行いかねばならない。預言者よげんしゃがエルサレム以外いがいの地ちで死しぬことは、あり得えないからである』。 34ああ、エルサレム、エルサレム、預言者よげんしゃたちを殺ころし、おまえにつかわされた人々ひとびとを石いしで打うち殺ころす者ものよ。ちょうどめんどりが翼つばさの下したにひなを集あつめるように、わたしはおまえの子こらを幾いくたび集あつめようとしたことであろう。それだのに、おまえたちは応おうじようとしなかった。 35見みよ、おまえたちの家いえは見捨みすてられてしまう。わたしは言いって置おく、

      
        『主しゅの名なによってきたるものに、祝福しゅくふくあれ』

      
とおまえたちが言いう時ときの来くるまでは、再ふたたびわたしに会あうことはないであろう」。
    

  


  


  
    第十四章


    
      1ある安息日あんそくにちのこと、食事しょくじをするために、あるパリサイ派はのかしらの家いえにはいって行いかれたが、人々ひとびとはイエスの様子ようすをうかがっていた。 2するとそこに、水腫すいしゅをわずらっている人ひとが、みまえにいた。 3イエスは律法りっぽう学者がくしゃやパリサイ人びとたちにむかって言いわれた、「安息日あんそくにちに人ひとをいやすのは、正ただしいことかどうか」。 4彼かれらは黙だまっていた。そこでイエスはその人ひとに手てを置おいていやしてやり、そしてお帰かえしになった。 5それから彼かれらに言いわれた、「あなたがたのうちで、自分じぶんのむすこか牛うしが井戸いどに落おち込こんだなら、安息日あんそくにちだからといって、すぐに引ひき上あげてやらない者ものがいるだろうか」。 6彼かれらはこれに対たいして返かえす言葉ことばがなかった。
    


    
      7客きゃくに招まねかれた者ものたちが上座じょうざを選えらんでいる様子ようすをごらんになって、彼かれらに一つの譬たとえを語かたられた。 8「婚こん宴えんに招まねかれたときには、上座じょうざにつくな。あるいは、あなたよりも身分みぶんの高たかい人ひとが招まねかれているかも知しれない。 9その場合ばあい、あなたとその人ひととを招まねいた者ものがきて、『このかたに座ざを譲ゆずってください』と言いうであろう。そのとき、あなたは恥はじ入いって末座まつざにつくことになるであろう。 10むしろ、招まねかれた場合ばあいには、末座まつざに行いってすわりなさい。そうすれば、招まねいてくれた人ひとがきて、『友ともよ、上座じょうざの方ほうへお進すすみください』と言いうであろう。そのとき、あなたは席せきを共ともにするみんなの前まえで、面目めんぼくをほどこすことになるであろう。 11おおよそ、自分じぶんを高たかくする者ものは低ひくくされ、自分じぶんを低ひくくする者ものは高たかくされるであろう」。
    


    
      12また、イエスは自分じぶんを招まねいた人ひとに言いわれた、「午餐ごさんまたは晩餐ばんさんの席せきを設もうける場合ばあいには、友人ゆうじん、兄弟きょうだい、親族しんぞく、金持かねもちの隣となり人びとなどは呼よばぬがよい。恐おそらく彼かれらもあなたを招まねきかえし、それであなたは返礼へんれいを受うけることになるから。 13むしろ、宴会えんかいを催もよおす場合ばあいには、貧乏人びんぼうにん、不具者ふぐしゃ、足あしなえ、盲人もうじんなどを招まねくがよい。 14そうすれば、彼かれらは返礼へんれいができないから、あなたはさいわいになるであろう。正ただしい人々ひとびとの復活ふっかつの際さいには、あなたは報むくいられるであろう」。
    


    
      15列席者れっせきしゃのひとりがこれを聞きいてイエスに「神かみの国くにで食事しょくじをする人ひとは、さいわいです」と言いった。 16そこでイエスが言いわれた、「ある人ひとが盛大せいだいな晩餐ばんさん会かいを催もよおして、大おおぜいの人ひとを招まねいた。 17晩餐ばんさんの時刻じこくになったので、招まねいておいた人ひとたちのもとに僕しもべを送おくって、『さあ、おいでください。もう準備じゅんびができましたから』と言いわせた。 18ところが、みんな一様いちように断ことわりはじめた。最初さいしょの人ひとは、『わたしは土地とちを買かいましたので、行いって見みなければなりません。どうぞ、おゆるしください』と言いった。 19ほかの人ひとは、『わたしは五対ついの牛うしを買かいましたので、それをしらべに行いくところです。どうぞ、おゆるしください』、 20もうひとりの人ひとは、『わたしは妻つまをめとりましたので、参まいることができません』と言いった。 21僕しもべは帰かえってきて、以上いじょうの事ことを主人しゅじんに報告ほうこくした。すると家いえの主人しゅじんはおこって僕しもべに言いった、『いますぐに、町まちの大通おおどおりや小道こみちへ行いって、貧乏人びんぼうにん、不具者ふぐしゃ、盲人もうじん、足あしなえなどを、ここへ連つれてきなさい』。 22僕しもべは言いった、『ご主人様しゅじんさま、仰おおせのとおりにいたしましたが、まだ席せきがございます』。 23主人しゅじんが僕しもべに言いった、『道みちやかきねのあたりに出でて行いって、この家いえがいっぱいになるように、人々ひとびとを無理むりやりにひっぱってきなさい。 24あなたがたに言いって置おくが、招まねかれた人ひとで、わたしの晩餐ばんさんにあずかる者ものはひとりもないであろう』」。
    


    
      25大おおぜいの群衆ぐんしゅうがついてきたので、イエスは彼かれらの方ほうに向むいて言いわれた、 26「だれでも、父ちち、母はは、妻つま、子こ、兄弟きょうだい、姉妹しまい、さらに自分じぶんの命いのちまでも捨すてて、わたしのもとに来くるのでなければ、わたしの弟子でしとなることはできない。 27自分じぶんの十字架じゅうじかを負おうてわたしについて来くるものでなければ、わたしの弟子でしとなることはできない。 28あなたがたのうちで、だれかが邸宅ていたくを建たてようと思おもうなら、それを仕上しあげるのに足たりるだけの金かねを持もっているかどうかを見みるため、まず、すわってその費用ひようを計算けいさんしないだろうか。 29そうしないと、土台どだいをすえただけで完成かんせいすることができず、見みているみんなの人ひとが、 30『あの人ひとは建たてかけたが、仕上しあげができなかった』と言いってあざ笑わらうようになろう。 31また、どんな王おうでも、ほかの王おうと戦たたかいを交まじえるために出でて行いく場合ばあいには、まず座ざして、こちらの一万人まんにんをもって、二万人まんにんを率ひきいて向むかって来くる敵てきに対抗たいこうできるかどうか、考かんがえて見みないだろうか。 32もし自分じぶんの力ちからにあまれば、敵てきがまだ遠とおくにいるうちに、使者ししゃを送おくって、和わを求もとめるであろう。 33それと同おなじように、あなたがたのうちで、自分じぶんの財産ざいさんをことごとく捨すて切きるものでなくては、わたしの弟子でしとなることはできない。 34塩しおは良よいものだ。しかし、塩しおもききめがなくなったら、何なにによって塩味しおあじが取とりもどされようか。 35土つちにも肥料ひりょうにも役やく立たたず、外そとに投なげ捨すてられてしまう。聞きく耳みみのあるものは聞きくがよい」。
    

  


  


  
    第十五章


    
      1さて、取税人しゅぜいにんや罪人つみびとたちが皆みな、イエスの話はなしを聞きこうとして近寄ちかよってきた。 2するとパリサイ人びとや律法りっぽう学者がくしゃたちがつぶやいて、「この人ひとは罪人つみびとたちを迎むかえて一緒いっしょに食事しょくじをしている」と言いった。 3そこでイエスは彼かれらに、この譬たとえをお話はなしになった、 4「あなたがたのうちに、百匹ぴきの羊ひつじを持もっている者ものがいたとする。その一匹ぴきがいなくなったら、九十九匹ひきを野原のはらに残のこしておいて、いなくなった一匹ぴきを見みつけるまでは捜さがし歩あるかないであろうか。 5そして見みつけたら、喜よろこんでそれを自分じぶんの肩かたに乗のせ、 6家いえに帰かえってきて友人ゆうじんや隣となり人びとを呼よび集あつめ、『わたしと一緒いっしょに喜よろこんでください。いなくなった羊ひつじを見みつけましたから』と言いうであろう。 7よく聞ききなさい。それと同おなじように、罪人つみびとがひとりでも悔くい改あらためるなら、悔改くいあらためを必要ひつようとしない九十九人にんの正ただしい人ひとのためにもまさる大おおきいよろこびが、天てんにあるであろう。
    


    
      8また、ある女おんなが銀貨ぎんか十枚まいを持もっていて、もしその一枚まいをなくしたとすれば、彼女かのじょはあかりをつけて家中いえじゅうを掃はき、それを見みつけるまでは注意深ちゅういぶかく捜さがさないであろうか。 9そして、見みつけたなら、女おんな友ともだちや近所きんじょの女おんなたちを呼よび集あつめて、『わたしと一緒いっしょに喜よろこんでください。なくした銀貨ぎんかが見みつかりましたから』と言いうであろう。 10よく聞ききなさい。それと同おなじように、罪人つみびとがひとりでも悔くい改あらためるなら、神かみの御使みつかいたちの前まえでよろこびがあるであろう」。
    


    
      11また言いわれた、「ある人ひとに、ふたりのむすこがあった。 12ところが、弟おとうとが父親ちちおやに言いった、『父ちちよ、あなたの財産ざいさんのうちでわたしがいただく分ぶんをください』。そこで、父ちちはその身代しんだいをふたりに分わけてやった。 13それから幾日いくにちもたたないうちに、弟おとうとは自分じぶんのものを全部ぜんぶとりまとめて遠とおい所ところへ行いき、そこで放蕩ほうとうに身みを持もちくずして財産ざいさんを使つかい果はたした。 14何なにもかも浪費ろうひしてしまったのち、その地方ちほうにひどいききんがあったので、彼かれは食たべることにも窮きゅうしはじめた。 15そこで、その地方ちほうのある住民じゅうみんのところに行いって身みを寄よせたところが、その人ひとは彼かれを畑はたけにやって豚ぶたを飼かわせた。 16彼かれは、豚ぶたの食たべるいなご豆まめで腹はらを満みたしたいと思おもうほどであったが、何なにもくれる人ひとはなかった。 17そこで彼かれは本心ほんしんに立たちかえって言いった、『父ちちのところには食物しょくもつのあり余あまっている雇人やといにんが大おおぜいいるのに、わたしはここで飢うえて死しのうとしている。 18立たって、父ちちのところへ帰かえって、こう言いおう、父ちちよ、わたしは天てんに対たいしても、あなたにむかっても、罪つみを犯おかしました。 19もう、あなたのむすこと呼よばれる資格しかくはありません。どうぞ、雇人やといにんのひとり同様どうようにしてください』。 20そこで立たって、父ちちのところへ出でかけた。まだ遠とおく離はなれていたのに、父ちちは彼かれをみとめ、哀あわれに思おもって走はしり寄より、その首くびをだいて接吻せっぷんした。 21むすこは父ちちに言いった、『父ちちよ、わたしは天てんに対たいしても、あなたにむかっても、罪つみを犯おかしました。もうあなたのむすこと呼よばれる資格しかくはありません』。 22しかし父ちちは僕しもべたちに言いいつけた、『さあ、早はやく、最上さいじょうの着物きものを出だしてきてこの子こに着きせ、指輪ゆびわを手てにはめ、はきものを足あしにはかせなさい。 23また、肥こえた子こ牛うしを引ひいてきてほふりなさい。食たべて楽たのしもうではないか。 24このむすこが死しんでいたのに生いき返かえり、いなくなっていたのに見みつかったのだから』。それから祝宴しゅくえんがはじまった。 25ところが、兄あには畑はたけにいたが、帰かえってきて家いえに近ちかづくと、音楽おんがくや踊おどりの音おとが聞きこえたので、 26ひとりの僕しもべを呼よんで、『いったい、これは何事なにごとなのか』と尋たずねた。 27僕しもべは答こたえた、『あなたのご兄弟きょうだいがお帰かえりになりました。無事ぶじに迎むかえたというので、父上ちちうえが肥こえた子こ牛うしをほふらせなさったのです』。 28兄あにはおこって家いえにはいろうとしなかったので、父ちちが出でてきてなだめると、 29兄あには父ちちにむかって言いった、『わたしは何なんか年ねんもあなたに仕つかえて、一度どでもあなたの言いいつけにそむいたことはなかったのに、友ともだちと楽たのしむために子こやぎ一匹ぴきも下くださったことはありません。 30それだのに、遊女ゆうじょどもと一緒いっしょになって、あなたの身代しんだいを食くいつぶしたこのあなたの子こが帰かえってくると、そのために肥こえた子こ牛うしをほふりなさいました』。 31すると父ちちは言いった、『子こよ、あなたはいつもわたしと一緒いっしょにいるし、またわたしのものは全部ぜんぶあなたのものだ。 32しかし、このあなたの弟おとうとは、死しんでいたのに生いき返かえり、いなくなっていたのに見みつかったのだから、喜よろこび祝いわうのはあたりまえである』」。
    

  


  


  
    第十六章


    
      1イエスはまた、弟子でしたちに言いわれた、「ある金持かねもちのところにひとりの家令かれいがいたが、彼かれは主人しゅじんの財産ざいさんを浪費ろうひしていると、告つげ口ぐちをする者ものがあった。 2そこで主人しゅじんは彼かれを呼よんで言いった、『あなたについて聞きいていることがあるが、あれはどうなのか。あなたの会計かいけい報告ほうこくを出だしなさい。もう家令かれいをさせて置おくわけにはいかないから』。 3この家令かれいは心こころの中なかで思おもった、『どうしようか。主人しゅじんがわたしの職しょくを取とり上あげようとしている。土つちを掘ほるには力ちからがないし、物ものごいするのは恥はずかしい。 4そうだ、わかった。こうしておけば、職しょくをやめさせられる場合ばあい、人々ひとびとがわたしをその家いえに迎むかえてくれるだろう』。 5それから彼かれは、主人しゅじんの負債ふさい者しゃをひとりびとり呼よび出だして、初はじめの人ひとに、『あなたは、わたしの主人しゅじんにどれだけ負債ふさいがありますか』と尋たずねた。 6『油あぶら百樽たるです』と答こたえた。そこで家令かれいが言いった、『ここにあなたの証書しょうしょがある。すぐそこにすわって、五十樽たると書かき変かえなさい』。 7次つぎに、もうひとりに、『あなたの負債ふさいはどれだけですか』と尋たずねると、『麦むぎ百石こくです』と答こたえた。これに対たいして、『ここに、あなたの証書しょうしょがあるが、八十石こくと書かき変かえなさい』と言いった。 8ところが主人しゅじんは、この不正ふせいな家令かれいの利口りこうなやり方ほうをほめた。この世よの子こらはその時代じだいに対たいしては、光ひかりの子こらよりも利口りこうである。 9またあなたがたに言いうが、不正ふせいの富とみを用もちいてでも、自分じぶんのために友ともだちをつくるがよい。そうすれば、富とみが無なくなった場合ばあい、あなたがたを永遠えいえんのすまいに迎むかえてくれるであろう。 10小事しょうじに忠実ちゅうじつな人ひとは、大事だいじにも忠実ちゅうじつである。そして、小事しょうじに不ふ忠実ちゅうじつな人ひとは大事だいじにも不ふ忠実ちゅうじつである。 11だから、もしあなたがたが不正ふせいの富とみについて忠実ちゅうじつでなかったら、だれが真しんの富とみを任まかせるだろうか。 12また、もしほかの人ひとのものについて忠実ちゅうじつでなかったら、だれがあなたがたのものを与あたえてくれようか。 13どの僕しもべでも、ふたりの主人しゅじんに兼かね仕つかえることはできない。一方いっぽうを憎にくんで他方たほうを愛あいし、あるいは、一方いっぽうに親したしんで他方たほうをうとんじるからである。あなたがたは、神かみと富とみとに兼かね仕つかえることはできない」。
    


    
      14欲よくの深ふかいパリサイ人びとたちが、すべてこれらの言葉ことばを聞きいて、イエスをあざ笑わらった。 15そこで彼かれらにむかって言いわれた、「あなたがたは、人々ひとびとの前まえで自分じぶんを正ただしいとする人ひとたちである。しかし、神かみはあなたがたの心こころをご存ぞんじである。人々ひとびとの間あいだで尊たっとばれるものは、神かみのみまえでは忌いみきらわれる。 16律法りっぽうと預言者よげんしゃとはヨハネの時ときまでのものである。それ以来いらい、神かみの国くにが宣のべ伝つたえられ、人々ひとびとは皆みなこれに突入とつにゅうしている。 17しかし、律法りっぽうの一画いっかくが落おちるよりは、天地てんちの滅ほろびる方ほうが、もっとたやすい。 18すべて自分じぶんの妻つまを出だして他たの女おんなをめとる者ものは、姦淫かんいんを行おこなうものであり、また、夫おっとから出だされた女おんなをめとる者ものも、姦淫かんいんを行おこなうものである。
    


    
      19ある金持かねもちがいた。彼かれは紫むらさきの衣ころもや細ほそ布ぬのを着きて、毎日まいにちぜいたくに遊あそび暮くらしていた。 20ところが、ラザロという貧乏人びんぼうにんが全身ぜんしんでき物ものでおおわれて、この金持かねもちの玄関げんかんの前まえにすわり、 21その食卓しょくたくから落おちるもので飢うえをしのごうと望のぞんでいた。その上うえ、犬いぬがきて彼かれのでき物ものをなめていた。 22この貧乏人びんぼうにんがついに死しに、御使みつかいたちに連つれられてアブラハムのふところに送おくられた。金持かねもちも死しんで葬ほうむられた。 23そして黄泉よみにいて苦くるしみながら、目めをあげると、アブラハムとそのふところにいるラザロとが、はるかに見みえた。 24そこで声こえをあげて言いった、『父ちち、アブラハムよ、わたしをあわれんでください。ラザロをおつかわしになって、その指先ゆびさきを水みずでぬらし、わたしの舌したを冷ひやさせてください。わたしはこの火炎かえんの中なかで苦くるしみもだえています』。 25アブラハムが言いった、『子こよ、思おもい出だすがよい。あなたは生前せいぜんよいものを受うけ、ラザロの方ほうは悪わるいものを受うけた。しかし今いまここでは、彼かれは慰なぐさめられ、あなたは苦くるしみもだえている。 26そればかりか、わたしたちとあなたがたとの間あいだには大おおきな淵ふちがおいてあって、こちらからあなたがたの方ほうへ渡わたろうと思おもってもできないし、そちらからわたしたちの方ほうへ越こえて来くることもできない』。 27そこで金持かねもちが言いった、『父ちちよ、ではお願ねがいします。わたしの父ちちの家いえへラザロをつかわしてください。 28わたしに五人にんの兄弟きょうだいがいますので、こんな苦くるしい所ところへ来くることがないように、彼かれらに警告けいこくしていただきたいのです』。 29アブラハムは言いった、『彼かれらにはモーセと預言者よげんしゃとがある。それに聞きくがよかろう』。 30金持かねもちが言いった、『いえいえ、父ちちアブラハムよ、もし死人しにんの中なかからだれかが兄弟きょうだいたちのところへ行いってくれましたら、彼かれらは悔くい改あらためるでしょう』。 31アブラハムは言いった、『もし彼かれらがモーセと預言者よげんしゃとに耳みみを傾かたむけないなら、死人しにんの中なかからよみがえってくる者ものがあっても、彼かれらはその勧すすめを聞きき入いれはしないであろう』」。
    

  


  


  
    第十七章


    
      1イエスは弟子でしたちに言いわれた、「罪つみの誘惑ゆうわくが来くることは避さけられない。しかし、それをきたらせる者ものは、わざわいである。 2これらの小ちいさい者もののひとりを罪つみに誘惑ゆうわくするよりは、むしろ、ひきうすを首くびにかけられて海うみに投なげ入いれられた方ほうが、ましである。 3あなたがたは、自分じぶんで注意ちゅういしていなさい。もしあなたの兄弟きょうだいが罪つみを犯おかすなら、彼かれをいさめなさい。そして悔くい改あらためたら、ゆるしてやりなさい。 4もしあなたに対たいして一日にちに七度ど罪つみを犯おかし、そして七度ど『悔くい改あらためます』と言いってあなたのところへ帰かえってくれば、ゆるしてやるがよい」。
    


    
      5使徒しとたちは主しゅに「わたしたちの信仰しんこうを増ましてください」と言いった。 6そこで主しゅが言いわれた、「もし、からし種だね一粒つぶほどの信仰しんこうがあるなら、この桑くわの木きに、『抜ぬけ出だして海うみに植うわれ』と言いったとしても、その言葉ことばどおりになるであろう。 7あなたがたのうちのだれかに、耕作こうさくか牧畜ぼくちくかをする僕しもべがあるとする。その僕しもべが畑はたけから帰かえって来きたとき、彼かれに『すぐきて、食卓しょくたくにつきなさい』と言いうだろうか。 8かえって、『夕食ゆうしょくの用意よういをしてくれ。そしてわたしが飲のみ食くいをするあいだ、帯おびをしめて給仕きゅうじをしなさい。そのあとで、飲のみ食くいをするがよい』と、言いうではないか。 9僕しもべが命めいじられたことをしたからといって、主人しゅじんは彼かれに感謝かんしゃするだろうか。 10同様どうようにあなたがたも、命めいじられたことを皆みなしてしまったとき、『わたしたちはふつつかな僕しもべです。すべき事ことをしたに過すぎません』と言いいなさい」。
    


    
      11イエスはエルサレムへ行いかれるとき、サマリヤとガリラヤとの間あいだを通とおられた。 12そして、ある村むらにはいられると、十人にんのらい病人びょうにんに出会であわれたが、彼かれらは遠とおくの方ほうで立たちとどまり、 13声こえを張はりあげて、「イエスさま、わたしたちをあわれんでください」と言いった。 14イエスは彼かれらをごらんになって、「祭司さいしたちのところに行いって、からだを見みせなさい」と言いわれた。そして、行いく途中とちゅうで彼かれらはきよめられた。 15そのうちのひとりは、自分じぶんがいやされたことを知しり、大声おおごえで神かみをほめたたえながら帰かえってきて、 16イエスの足あしもとにひれ伏ふして感謝かんしゃした。これはサマリヤ人びとであった。 17イエスは彼かれにむかって言いわれた、「きよめられたのは、十人にんではなかったか。ほかの九人にんは、どこにいるのか。 18神かみをほめたたえるために帰かえってきたものは、この他国たこく人じんのほかにはいないのか」。 19それから、その人ひとに言いわれた、「立たって行いきなさい。あなたの信仰しんこうがあなたを救すくったのだ」。
    


    
      20神かみの国くにはいつ来くるのかと、パリサイ人びとが尋たずねたので、イエスは答こたえて言いわれた、「神かみの国くには、見みられるかたちで来くるものではない。 21また『見みよ、ここにある』『あそこにある』などとも言いえない。神かみの国くには、実じつにあなたがたのただ中なかにあるのだ」。
    


    
      22それから弟子でしたちに言いわれた、「あなたがたは、人ひとの子この日ひを一日にちでも見みたいと願ねがっても見みることができない時ときが来くるであろう。 23人々ひとびとはあなたがたに、『見みよ、あそこに』『見みよ、ここに』と言いうだろう。しかし、そちらへ行いくな、彼かれらのあとを追おうな。 24いなずまが天てんの端はしからひかり出でて天てんの端はしへとひらめき渡わたるように、人ひとの子こもその日ひには同おなじようであるだろう。 25しかし、彼かれはまず多おおくの苦くるしみを受うけ、またこの時代じだいの人々ひとびとに捨すてられねばならない。 26そして、ノアの時ときにあったように、人ひとの子この時ときにも同様どうようなことが起おこるであろう。 27ノアが箱舟はこぶねにはいる日ひまで、人々ひとびとは食くい、飲のみ、めとり、とつぎなどしていたが、そこへ洪水こうずいが襲おそってきて、彼かれらをことごとく滅ほろぼした。 28ロトの時ときにも同おなじようなことが起おこった。人々ひとびとは食くい、飲のみ、買かい、売うり、植うえ、建たてなどしていたが、 29ロトがソドムから出でて行いった日ひに、天てんから火ひと硫黄いおうとが降ふってきて、彼かれらをことごとく滅ほろぼした。 30人ひとの子こが現あらわれる日ひも、ちょうどそれと同様どうようであろう。 31その日ひには、屋上おくじょうにいる者ものは、自分じぶんの持もち物ものが家いえの中なかにあっても、取とりにおりるな。畑はたけにいる者ものも同おなじように、あとへもどるな。 32ロトの妻つまのことを思おもい出だしなさい。 33自分じぶんの命いのちを救すくおうとするものは、それを失うしない、それを失うしなうものは、保たもつのである。 34あなたがたに言いっておく。その夜よ、ふたりの男おとこが一つ寝床ねどこにいるならば、ひとりは取とり去さられ、他たのひとりは残のこされるであろう。 35ふたりの女おんなが一緒いっしょにうすをひいているならば、ひとりは取とり去さられ、他たのひとりは残のこされるであろう。〔 36ふたりの男おとこが畑はたけにおれば、ひとりは取とり去さられ、他たのひとりは残のこされるであろう〕」。 37弟子でしたちは「主しゅよ、それはどこであるのですか」と尋たずねた。するとイエスは言いわれた、「死体したいのある所ところには、またはげたかが集あつまるものである」。
    

  


  


  
    第十八章


    
      1また、イエスは失望しつぼうせずに常つねに祈いのるべきことを、人々ひとびとに譬たとえで教おしえられた。 2「ある町まちに、神かみを恐おそれず、人ひとを人ひととも思おもわぬ裁判官さいばんかんがいた。 3ところが、その同おなじ町まちにひとりのやもめがいて、彼かれのもとにたびたびきて、『どうぞ、わたしを訴うったえる者ものをさばいて、わたしを守まもってください』と願ねがいつづけた。 4彼かれはしばらくの間あいだきき入いれないでいたが、そののち、心こころのうちで考かんがえた、『わたしは神かみをも恐おそれず、人ひとを人ひととも思おもわないが、 5このやもめがわたしに面倒めんどうをかけるから、彼女かのじょのためになる裁判さいばんをしてやろう。そうしたら、絶たえずやってきてわたしを悩なやますことがなくなるだろう』」。 6そこで主しゅは言いわれた、「この不義ふぎな裁判官さいばんかんの言いっていることを聞きいたか。 7まして神かみは、日夜にちや叫さけび求もとめる選民せんみんのために、正ただしいさばきをしてくださらずに長ながい間あいだそのままにしておかれることがあろうか。 8あなたがたに言いっておくが、神かみはすみやかにさばいてくださるであろう。しかし、人ひとの子こが来くるとき、地上ちじょうに信仰しんこうが見みられるであろうか」。
    


    
      9自分じぶんを義人ぎじんだと自任じにんして他人たにんを見下みさげている人ひとたちに対たいして、イエスはまたこの譬たとえをお話はなしになった。 10「ふたりの人ひとが祈いのるために宮みやに上のぼった。そのひとりはパリサイ人びとであり、もうひとりは取税人しゅぜいにんであった。 11パリサイ人びとは立たって、ひとりでこう祈いのった、『神かみよ、わたしはほかの人ひとたちのような貪欲どんよくな者もの、不正ふせいな者もの、姦淫かんいんをする者ものではなく、また、この取税人しゅぜいにんのような人間にんげんでもないことを感謝かんしゃします。 12わたしは一週しゅうに二度ど断食だんじきしており、全ぜん収入しゅうにゅうの十分ぶんの一をささげています』。 13ところが、取税人しゅぜいにんは遠とおく離はなれて立たち、目めを天てんにむけようともしないで、胸むねを打うちながら言いった、『神様かみさま、罪人つみびとのわたしをおゆるしください』と。 14あなたがたに言いっておく。神かみに義ぎとされて自分じぶんの家いえに帰かえったのは、この取税人しゅぜいにんであって、あのパリサイ人びとではなかった。おおよそ、自分じぶんを高たかくする者ものは低ひくくされ、自分じぶんを低ひくくする者ものは高たかくされるであろう」。
    


    
      15イエスにさわっていただくために、人々ひとびとが幼おさな子ごらをみもとに連つれてきた。ところが、弟子でしたちはそれを見みて、彼かれらをたしなめた。 16するとイエスは幼おさな子ごらを呼よび寄よせて言いわれた、「幼おさな子ごらをわたしのところに来くるままにしておきなさい、止とめてはならない。神かみの国くにはこのような者ものの国くにである。 17よく聞きいておくがよい。だれでも幼おさな子ごのように神かみの国くにを受うけいれる者ものでなければ、そこにはいることは決けっしてできない」。
    


    
      18また、ある役人やくにんがイエスに尋たずねた、「よき師しよ、何なにをしたら永遠えいえんの生命せいめいが受うけられましょうか」。 19イエスは言いわれた、「なぜわたしをよき者ものと言いうのか。神かみひとりのほかによい者ものはいない。 20いましめはあなたの知しっているとおりである、『姦淫かんいんするな、殺ころすな、盗ぬすむな、偽証ぎしょうを立たてるな、父ちちと母ははとを敬うやまえ』」。 21すると彼かれは言いった、「それらのことはみな、小ちいさい時ときから守まもっております」。 22イエスはこれを聞きいて言いわれた、「あなたのする事ことがまだ一つ残のこっている。持もっているものをみな売うり払はらって、貧まずしい人々ひとびとに分わけてやりなさい。そうすれば、天てんに宝たからを持もつようになろう。そして、わたしに従したがってきなさい」。 23彼かれはこの言葉ことばを聞きいて非常ひじょうに悲かなしんだ。大金持おおがねもちであったからである。 24イエスは彼かれの様子ようすを見みて言いわれた、「財産ざいさんのある者ものが神かみの国くににはいるのはなんとむずかしいことであろう。 25富とんでいる者ものが神かみの国くににはいるよりは、らくだが針はりの穴あなを通とおる方ほうが、もっとやさしい」。 26これを聞きいた人々ひとびとが、「それでは、だれが救すくわれることができるのですか」と尋たずねると、 27イエスは言いわれた、「人ひとにはできない事ことも、神かみにはできる」。 28ペテロが言いった、「ごらんなさい、わたしたちは自分じぶんのものを捨すてて、あなたに従したがいました」。 29イエスは言いわれた、「よく聞きいておくがよい。だれでも神かみの国くにのために、家いえ、妻つま、兄弟きょうだい、両親りょうしん、子こを捨すてた者ものは、 30必かならずこの時代じだいではその幾いく倍ばいもを受うけ、また、きたるべき世よでは永遠えいえんの生命せいめいを受うけるのである」。
    


    
      31イエスは十二弟子でしを呼よび寄よせて言いわれた、「見みよ、わたしたちはエルサレムへ上のぼって行いくが、人ひとの子こについて預言者よげんしゃたちがしるしたことは、すべて成就じょうじゅするであろう。 32人ひとの子こは異邦人いほうじんに引ひきわたされ、あざけられ、はずかしめを受うけ、つばきをかけられ、 33また、むち打うたれてから、ついに殺ころされ、そして三日か目めによみがえるであろう」。 34弟子でしたちには、これらのことが何一なにひとつわからなかった。この言葉ことばが彼かれらに隠かくされていたので、イエスの言いわれた事ことが理解りかいできなかった。
    


    
      35イエスがエリコに近ちかづかれたとき、ある盲人もうじんが道みちばたにすわって、物ものごいをしていた。 36群衆ぐんしゅうが通とおり過すぎる音おとを耳みみにして、彼かれは何事なにごとがあるのかと尋たずねた。 37ところが、ナザレのイエスがお通とおりなのだと聞きかされたので、 38声こえをあげて、「ダビデの子こイエスよ、わたしをあわれんで下ください」と言いった。 39先頭せんとうに立たつ人々ひとびとが彼かれをしかって黙だまらせようとしたが、彼かれはますます激はげしく叫さけびつづけた、「ダビデの子こよ、わたしをあわれんで下ください」。 40そこでイエスは立たちどまって、その者ものを連つれて来くるように、とお命めいじになった。彼かれが近ちかづいたとき、 41「わたしに何なにをしてほしいのか」とおたずねになると、「主しゅよ、見みえるようになることです」と答こたえた。 42そこでイエスは言いわれた、「見みえるようになれ。あなたの信仰しんこうがあなたを救すくった」。 43すると彼かれは、たちまち見みえるようになった。そして神かみをあがめながらイエスに従したがって行いった。これを見みて、人々ひとびとはみな神かみをさんびした。
    

  


  


  
    第十九章


    
      1さて、イエスはエリコにはいって、その町まちをお通とおりになった。 2ところが、そこにザアカイという名なの人ひとがいた。この人ひとは取税人しゅぜいにんのかしらで、金持かねもちであった。 3彼かれは、イエスがどんな人ひとか見みたいと思おもっていたが、背せが低ひくかったので、群衆ぐんしゅうにさえぎられて見みることができなかった。 4それでイエスを見みるために、前まえの方ほうに走はしって行いって、いちじく桑くわの木きに登のぼった。そこを通とおられるところだったからである。 5イエスは、その場所ばしょにこられたとき、上うえを見みあげて言いわれた、「ザアカイよ、急いそいで下くだりてきなさい。きょう、あなたの家いえに泊とまることにしているから」。 6そこでザアカイは急いそいでおりてきて、よろこんでイエスを迎むかえ入いれた。 7人々ひとびとはみな、これを見みてつぶやき、「彼かれは罪人つみびとの家いえにはいって客きゃくとなった」と言いった。 8ザアカイは立たって主しゅに言いった、「主しゅよ、わたしは誓ちかって自分じぶんの財産ざいさんの半分はんぶんを貧民ひんみんに施ほどこします。また、もしだれかから不正ふせいな取立とりたてをしていましたら、それを四倍ばいにして返かえします」。 9イエスは彼かれに言いわれた、「きょう、救すくいがこの家いえにきた。この人ひともアブラハムの子こなのだから。 10人ひとの子こがきたのは、失うしなわれたものを尋たずね出だして救すくうためである」。
    


    
      11人々ひとびとがこれらの言葉ことばを聞きいているときに、イエスはなお一つの譬たとえをお話はなしになった。それはエルサレムに近ちかづいてこられたし、また人々ひとびとが神かみの国くにはたちまち現あらわれると思おもっていたためである。 12それで言いわれた、「ある身分みぶんの高たかい人ひとが、王位おういを受うけて帰かえってくるために遠とおい所ところへ旅立たびだつことになった。 13そこで十人にんの僕しもべを呼よび十ミナを渡わたして言いった、『わたしが帰かえって来くるまで、これで商売しょうばいをしなさい』。 14ところが、本国ほんごくの住民じゅうみんは彼かれを憎にくんでいたので、あとから使者ししゃをおくって、『この人ひとが王おうになるのをわれわれは望のぞんでいない』と言いわせた。 15さて、彼かれが王位おういを受うけて帰かえってきたとき、だれがどんなもうけをしたかを知しろうとして、金かねを渡わたしておいた僕しもべたちを呼よんでこさせた。 16最初さいしょの者ものが進すすみ出でて言いった、『ご主人様しゅじんさま、あなたの一ミナで十ミナをもうけました』。 17主人しゅじんは言いった、『よい僕しもべよ、うまくやった。あなたは小ちいさい事ことに忠実ちゅうじつであったから、十の町まちを支配しはいさせる』。 18次つぎの者ものがきて言いった、『ご主人様しゅじんさま、あなたの一ミナで五ミナをつくりました』。 19そこでこの者ものにも、『では、あなたは五つの町まちのかしらになれ』と言いった。 20それから、もうひとりの者ものがきて言いった、『ご主人様しゅじんさま、さあ、ここにあなたの一ミナがあります。わたしはそれをふくさに包つつんで、しまっておきました。 21あなたはきびしい方ほうで、おあずけにならなかったものを取とりたて、おまきにならなかったものを刈かる人ひとなので、おそろしかったのです』。 22彼かれに言いった、『悪わるい僕しもべよ、わたしはあなたの言いったその言葉ことばであなたをさばこう。わたしがきびしくて、あずけなかったものを取とりたて、まかなかったものを刈かる人間にんげんだと、知しっているのか。 23では、なぜわたしの金かねを銀行ぎんこうに入いれなかったのか。そうすれば、わたしが帰かえってきたとき、その金かねを利子りしと一緒いっしょに引ひき出だしたであろうに』。 24そして、そばに立たっていた人々ひとびとに、『その一ミナを彼かれから取とり上あげて、十ミナを持もっている者ものに与あたえなさい』と言いった。 25彼かれらは言いった、『ご主人様しゅじんさま、あの人ひとは既すでに十ミナを持もっています』。 26『あなたがたに言いうが、おおよそ持もっている人ひとには、なお与あたえられ、持もっていない人ひとからは、持もっているものまでも取とり上あげられるであろう。 27しかしわたしが王おうになることを好このまなかったあの敵てきどもを、ここにひっぱってきて、わたしの前まえで打うち殺ころせ』」。
    


    
      28イエスはこれらのことを言いったのち、先頭せんとうに立たち、エルサレムへ上のぼって行いかれた。 29そしてオリブという山やまに沿そったベテパゲとベタニヤに近ちかづかれたとき、ふたりの弟子でしをつかわして言いわれた、 30「向むこうの村むらへ行いきなさい。そこにはいったら、まだだれも乗のったことのないろばの子こがつないであるのを見みるであろう。それを解といて、引ひいてきなさい。 31もしだれかが『なぜ解とくのか』と問とうたら、『主しゅがお入いり用ようなのです』と、そう言いいなさい」。 32そこで、つかわされた者ものたちが行いって見みると、果はたして、言いわれたとおりであった。 33彼かれらが、そのろばの子こを解といていると、その持もち主ぬしたちが、「なぜろばの子こを解とくのか」と言いったので、 34「主しゅがお入いり用ようなのです」と答こたえた。 35そしてそれをイエスのところに引ひいてきて、その子ころばの上うえに自分じぶんたちの上着うわぎをかけてイエスをお乗のせした。 36そして進すすんで行いかれると、人々ひとびとは自分じぶんたちの上着うわぎを道みちに敷しいた。 37いよいよオリブ山やまの下くだり道みちあたりに近ちかづかれると、大おおぜいの弟子でしたちはみな喜よろこんで、彼かれらが見みたすべての力ちからあるみわざについて、声こえ高たからかに神かみをさんびして言いいはじめた、

      
        38「主しゅの御名みなによってきたる王おうに、

        祝福しゅくふくあれ。

        天てんには平和へいわ、

        いと高たかきところには栄光えいこうあれ」。

      
39ところが、群衆ぐんしゅうの中なかにいたあるパリサイ人びとたちがイエスに言いった、「先生せんせい、あなたの弟子でしたちをおしかり下ください」。 40答こたえて言いわれた、「あなたがたに言いうが、もしこの人ひとたちが黙だまれば、石いしが叫さけぶであろう」。
    


    
      41いよいよ都みやこの近ちかくにきて、それが見みえたとき、そのために泣ないて言いわれた、 42「もしおまえも、この日ひに、平和へいわをもたらす道みちを知しってさえいたら……しかし、それは今いまおまえの目めに隠かくされている。 43いつかは、敵てきが周囲しゅういに塁るいを築きずき、おまえを取とりかこんで、四方しほうから押おし迫せまり、 44おまえとその内うちにいる子こらとを地ちに打うち倒たおし、城内じょうないの一つの石いしも他たの石いしの上うえに残のこして置おかない日ひが来くるであろう。それは、おまえが神かみのおとずれの時ときを知しらないでいたからである」。 45それから宮みやにはいり、商売人しょうばいにんたちを追おい出だしはじめて、 46彼かれらに言いわれた、「『わが家やは祈いのりの家いえであるべきだ』と書かいてあるのに、あなたがたはそれを盗賊とうぞくの巣すにしてしまった」。
    


    
      47イエスは毎日まいにち、宮みやで教おしえておられた。祭司長さいしちょう、律法りっぽう学者がくしゃまた民衆みんしゅうの重立おもだった者ものたちはイエスを殺ころそうと思おもっていたが、 48民衆みんしゅうがみな熱心ねっしんにイエスに耳みみを傾かたむけていたので、手てのくだしようがなかった。
    

  


  


  
    第二十章


    
      1ある日ひ、イエスが宮みやで人々ひとびとに教おしえ、福音ふくいんを宣のべておられると、祭司長さいしちょうや律法りっぽう学者がくしゃたちが、長老ちょうろうたちと共ともに近寄ちかよってきて、 2イエスに言いった、「何なにの権威けんいによってこれらの事ことをするのですか。そうする権威けんいをあなたに与あたえたのはだれですか、わたしたちに言いってください」。 3そこで、イエスは答こたえて言いわれた、「わたしも、ひと言ことたずねよう。それに答こたえてほしい。 4ヨハネのバプテスマは、天てんからであったか、人ひとからであったか」。 5彼かれらは互たがいに論ろんじて言いった、「もし天てんからだと言いえば、では、なぜ彼かれを信しんじなかったのか、とイエスは言いうだろう。 6しかし、もし人ひとからだと言いえば、民衆みんしゅうはみな、ヨハネを預言者よげんしゃだと信しんじているから、わたしたちを石いしで打うつだろう」。 7それで彼かれらは「どこからか、知しりません」と答こたえた。 8イエスはこれに対たいして言いわれた、「わたしも何なにの権威けんいによってこれらの事ことをするのか、あなたがたに言いうまい」。
    


    
      9そこでイエスは次つぎの譬たとえを民衆みんしゅうに語かたり出だされた、「ある人ひとがぶどう園えんを造つくって農夫のうふたちに貸かし、長ながい旅たびに出でた。 10季節きせつになったので、農夫のうふたちのところへ、ひとりの僕しもべを送おくって、ぶどう園えんの収穫しゅうかくの分わけ前まえを出ださせようとした。ところが、農夫のうふたちは、その僕しもべを袋ふくろだたきにし、から手てで帰かえらせた。 11そこで彼かれはもうひとりの僕しもべを送おくった。彼かれらはその僕しもべも袋ふくろだたきにし、侮辱ぶじょくを加くわえて、から手てで帰かえらせた。 12そこで更さらに三人にん目めの者ものを送おくったが、彼かれらはこの者ものも、傷きずを負おわせて追おい出だした。 13ぶどう園えんの主人しゅじんは言いった、『どうしようか。そうだ、わたしの愛子あいしをつかわそう。これなら、たぶん敬うやまってくれるだろう』。 14ところが、農夫のうふたちは彼かれを見みると、『あれはあと取とりだ。あれを殺ころしてしまおう。そうしたら、その財産ざいさんはわれわれのものになるのだ』と互たがいに話はなし合あい、 15彼かれをぶどう園えんの外そとに追おい出だして殺ころした。そのさい、ぶどう園えんの主人しゅじんは、彼かれらをどうするだろうか。 16彼かれは出でてきて、この農夫のうふたちを殺ころし、ぶどう園えんを他たの人々ひとびとに与あたえるであろう」。人々ひとびとはこれを聞きいて、「そんなことがあってはなりません」と言いった。 17そこで、イエスは彼かれらを見みつめて言いわれた、「それでは、

      
        『家いえ造つくりらの捨すてた石いしが

        隅すみのかしら石いしになった』

      
と書かいてあるのは、どういうことか。 18すべてその石いしの上うえに落おちる者ものは打うち砕くだかれ、それがだれかの上うえに落おちかかるなら、その人ひとはこなみじんにされるであろう」。
    


    
      19このとき、律法りっぽう学者がくしゃたちや祭司長さいしちょうたちはイエスに手てをかけようと思おもったが、民衆みんしゅうを恐おそれた。いまの譬たとえが自分じぶんたちに当あてて語かたられたのだと、悟さとったからである。 20そこで、彼かれらは機会きかいをうかがい、義人ぎじんを装よそおうまわし者ものどもを送おくって、イエスを総督そうとくの支配しはいと権威けんいとに引ひき渡わたすため、その言葉ことばじりを捕とらえさせようとした。 21彼かれらは尋たずねて言いった、「先生せんせい、わたしたちは、あなたの語かたり教おしえられることが正ただしく、また、あなたは分わけ隔へだてをなさらず、真理しんりに基もとづいて神かみの道みちを教おしえておられることを、承知しょうちしています。 22ところで、カイザルに貢みつぎを納おさめてよいでしょうか、いけないでしょうか」。 23イエスは彼かれらの悪巧わるだくみを見破みやぶって言いわれた、 24「デナリを見みせなさい。それにあるのは、だれの肖像しょうぞう、だれの記号きごうなのか」。「カイザルのです」と、彼かれらが答こたえた。 25するとイエスは彼かれらに言いわれた、「それなら、カイザルのものはカイザルに、神かみのものは神かみに返かえしなさい」。 26そこで彼かれらは、民衆みんしゅうの前まえでイエスの言葉ことばじりを捕とらえることができず、その答こたえに驚嘆きょうたんして、黙だまってしまった。
    


    
      27復活ふっかつということはないと言いい張はっていたサドカイ人びとのある者ものたちが、イエスに近寄ちかよってきて質問しつもんした、 28「先生せんせい、モーセは、わたしたちのためにこう書かいています、『もしある人ひとの兄あにが妻つまをめとり、子こがなくて死しんだなら、弟おとうとはこの女おんなをめとって、兄あにのために子こをもうけねばならない』。 29ところで、ここに七人にんの兄弟きょうだいがいました。長男ちょうなんは妻つまをめとりましたが、子こがなくて死しに、 30そして次男じなん、三男さんなんと、次々つぎつぎに、その女おんなをめとり、 31七人にんとも同様どうように、子こをもうけずに死しにました。 32のちに、その女おんなも死しにました。 33さて、復活ふっかつの時ときには、この女おんなは七人にんのうち、だれの妻つまになるのですか。七人にんとも彼女かのじょを妻つまにしたのですが」。 34イエスは彼かれらに言いわれた、「この世よの子こらは、めとったり、とついだりするが、 35かの世よにはいって死人しにんからの復活ふっかつにあずかるにふさわしい者ものたちは、めとったり、とついだりすることはない。 36彼かれらは天使てんしに等ひとしいものであり、また復活ふっかつにあずかるゆえに、神かみの子こでもあるので、もう死しぬことはあり得えないからである。 37死人しにんがよみがえることは、モーセも柴しばの篇へんで、主しゅを『アブラハムの神かみ、イサクの神かみ、ヤコブの神かみ』と呼よんで、これを示しめした。 38神かみは死しんだ者ものの神かみではなく、生いきている者ものの神かみである。人ひとはみな神かみに生いきるものだからである」。 39律法りっぽう学者がくしゃのうちのある人々ひとびとが答こたえて言いった、「先生せんせい、仰おおせのとおりです」。 40彼かれらはそれ以上いじょう何なにもあえて問といかけようとしなかった。
    


    
      41イエスは彼かれらに言いわれた、「どうして人々ひとびとはキリストをダビデの子こだと言いうのか。 42ダビデ自身じしんが詩篇しへんの中なかで言いっている、

      
        『主しゅはわが主しゅに仰おおせになった、

        43あなたの敵てきをあなたの足あし台だいとする時ときまでは、

        わたしの右みぎに座ざしていなさい』。

      
44このように、ダビデはキリストを主しゅと呼よんでいる。それなら、どうしてキリストはダビデの子こであろうか」。
    


    
      45民衆みんしゅうがみな聞きいているとき、イエスは弟子でしたちに言いわれた、 46「律法りっぽう学者がくしゃに気きをつけなさい。彼かれらは長ながい衣ころもを着きて歩あるくのを好このみ、広場ひろばでの敬礼けいれいや会堂かいどうの上席じょうせきや宴会えんかいの上座じょうざをよろこび、 47やもめたちの家いえを食くい倒たおし、見みえのために長ながい祈いのりをする。彼かれらはもっときびしいさばきを受うけるであろう」。
    

  


  


  
    第二十一章


    
      1イエスは目めをあげて、金持かねもちたちがさいせん箱はこに献金けんきんを投なげ入いれるのを見みられ、 2また、ある貧まずしいやもめが、レプタ二つを入いれるのを見みて 3言いわれた、「よく聞ききなさい。あの貧まずしいやもめはだれよりもたくさん入いれたのだ。 4これらの人ひとたちはみな、ありあまる中なかから献金けんきんを投なげ入いれたが、あの婦人ふじんは、その乏とぼしい中なかから、持もっている生活せいかつ費ひ全部ぜんぶを入いれたからである」。
    


    
      5ある人々ひとびとが、見事みごとな石いしと奉納物ほうのうぶつとで宮みやが飾かざられていることを話はなしていたので、イエスは言いわれた、 6「あなたがたはこれらのものをながめているが、その石いし一つでもくずされずに、他たの石いしの上うえに残のこることもなくなる日ひが、来くるであろう」。 7そこで彼かれらはたずねた、「先生せんせい、では、いつそんなことが起おこるのでしょうか。またそんなことが起おこるような場合ばあいには、どんな前兆ぜんちょうがありますか」。 8イエスが言いわれた、「あなたがたは、惑まどわされないように気きをつけなさい。多おおくの者ものがわたしの名なを名なのって現あらわれ、自分じぶんがそれだとか、時ときが近ちかづいたとか、言いうであろう。彼かれらについて行いくな。 9戦争せんそうと騒乱そうらんとのうわさを聞きくときにも、おじ恐おそれるな。こうしたことはまず起おこらねばならないが、終おわりはすぐにはこない」。
    


    
      10それから彼かれらに言いわれた、「民たみは民たみに、国くには国くにに敵対てきたいして立たち上あがるであろう。 11また大だい地震じしんがあり、あちこちに疫病えきびょうやききんが起おこり、いろいろ恐おそろしいことや天てんからの物ものすごい前兆ぜんちょうがあるであろう。 12しかし、これらのあらゆる出来事できごとのある前まえに、人々ひとびとはあなたがたに手てをかけて迫害はくがいをし、会堂かいどうや獄ごくに引ひき渡わたし、わたしの名なのゆえに王おうや総督そうとくの前まえにひっぱって行いくであろう。 13それは、あなたがたがあかしをする機会きかいとなるであろう。 14だから、どう答弁とうべんしようかと、前まえもって考かんがえておかないことに心こころを決きめなさい。 15あなたの反対者はんたいしゃのだれもが抗弁こうべんも否定ひていもできないような言葉ことばと知恵ちえとを、わたしが授さづけるから。 16しかし、あなたがたは両親りょうしん、兄弟きょうだい、親族しんぞく、友人ゆうじんにさえ裏切うらぎられるであろう。また、あなたがたの中なかで殺ころされるものもあろう。 17また、わたしの名なのゆえにすべての人ひとに憎にくまれるであろう。 18しかし、あなたがたの髪かみの毛け一すじでも失うしなわれることはない。 19あなたがたは耐たえ忍しのぶことによって、自分じぶんの魂たましいをかち取とるであろう。
    


    
      20エルサレムが軍隊ぐんたいに包囲ほういされるのを見みたならば、そのときは、その滅亡めつぼうが近ちかづいたとさとりなさい。 21そのとき、ユダヤにいる人々ひとびとは山やまへ逃にげよ。市中しちゅうにいる者ものは、そこから出でて行いくがよい。また、いなかにいる者ものは市内しないにはいってはいけない。 22それは、聖書せいしょにしるされたすべての事ことが実現じつげんする刑罰けいばつの日ひであるからだ。 23その日ひには、身重みおもの女おんなと乳飲ちのみ子ごをもつ女おんなとは、不幸ふこうである。地上ちじょうには大おおきな苦難くなんがあり、この民たみにはみ怒いかりが臨のぞみ、 24彼かれらはつるぎの刃はに倒たおれ、また捕とらえられて諸国しょこくへ引ひきゆかれるであろう。そしてエルサレムは、異邦人いほうじんの時期じきが満みちるまで、彼かれらに踏ふみにじられているであろう。 25また日ひと月つきと星ほしとに、しるしが現あらわれるであろう。そして、地上ちじょうでは、諸しょ国民こくみんが悩なやみ、海うみと大波おおなみとのとどろきにおじ惑まどい、 26人々ひとびとは世界せかいに起おころうとする事ことを思おもい、恐怖きょうふと不安ふあんで気絶きぜつするであろう。もろもろの天体てんたいが揺ゆり動うごかされるからである。 27そのとき、大おおいなる力ちからと栄光えいこうとをもって、人ひとの子こが雲くもに乗のって来くるのを、人々ひとびとは見みるであろう。 28これらの事ことが起おこりはじめたら、身みを起おこし頭あたまをもたげなさい。あなたがたの救すくいが近ちかづいているのだから」。
    


    
      29それから一つの譬たとえを話はなされた、「いちじくの木きを、またすべての木きを見みなさい。 30はや芽めを出だせば、あなたがたはそれを見みて、夏なつがすでに近ちかいと、自分じぶんで気きづくのである。 31このようにあなたがたも、これらの事ことが起おこるのを見みたなら、神かみの国くにが近ちかいのだとさとりなさい。 32よく聞きいておきなさい。これらの事ことが、ことごとく起おこるまでは、この時代じだいは滅ほろびることがない。 33天地てんちは滅ほろびるであろう。しかしわたしの言葉ことばは決けっして滅ほろびることがない。
    


    
      34あなたがたが放縦ほうじゅうや、泥酔でいすいや、世よの煩わずらいのために心こころが鈍にぶっているうちに、思おもいがけないとき、その日ひがわなのようにあなたがたを捕とらえることがないように、よく注意ちゅういしていなさい。 35その日ひは地ちの全面ぜんめんに住すむすべての人ひとに臨のぞむのであるから。 36これらの起おころうとしているすべての事ことからのがれて、人ひとの子この前まえに立たつことができるように、絶たえず目めをさまして祈いのっていなさい」。
    


    
      37イエスは昼ひるのあいだは宮みやで教おしえ、夜よるには出でて行いってオリブという山やまで夜よをすごしておられた。 38民衆みんしゅうはみな、み教おしえを聞きこうとして、いつも朝あさ早はやく宮みやに行いき、イエスのもとに集あつまった。
    

  


  


  
    第二十二章


    
      1さて、過越すぎこしといわれている除酵祭じょこうさいが近ちかづいた。 2祭司長さいしちょうたちや律法りっぽう学者がくしゃたちは、どうかしてイエスを殺ころそうと計はかっていた。民衆みんしゅうを恐おそれていたからである。
    


    
      3そのとき、十二弟子でしのひとりで、イスカリオテと呼よばれていたユダに、サタンがはいった。 4すなわち、彼かれは祭司長さいしちょうたちや宮守みやもりがしらたちのところへ行いって、どうしてイエスを彼かれらに渡わたそうかと、その方法ほうほうについて協議きょうぎした。 5彼かれらは喜よろこんで、ユダに金かねを与あたえる取決とりきめをした。 6ユダはそれを承諾しょうだくした。そして、群衆ぐんしゅうのいないときにイエスを引ひき渡わたそうと、機会きかいをねらっていた。
    


    
      7さて、過越すぎこしの小羊こひつじをほふるべき除酵祭じょこうさいの日ひがきたので、 8イエスはペテロとヨハネとを使つかいに出だして言いわれた、「行いって、過越すぎこしの食事しょくじができるように準備じゅんびをしなさい」。 9彼かれらは言いった、「どこに準備じゅんびをしたらよいのですか」。 10イエスは言いわれた、「市内しないにはいったら、水みずがめを持もっている男おとこに出会であうであろう。その人ひとがはいる家いえまでついて行いって、 11その家いえの主人しゅじんに言いいなさい、『弟子でしたちと一緒いっしょに過越すぎこしの食事しょくじをする座敷ざしきはどこか、と先生せんせいが言いっておられます』。 12すると、その主人しゅじんは席せきの整ととのえられた二階かいの広間ひろまを見みせてくれるから、そこに用意よういをしなさい」。 13弟子でしたちは出でて行いってみると、イエスが言いわれたとおりであったので、過越すぎこしの食事しょくじの用意よういをした。
    


    
      14時間じかんになったので、イエスは食卓しょくたくにつかれ、使徒しとたちも共ともに席せきについた。 15イエスは彼かれらに言いわれた、「わたしは苦くるしみを受うける前まえに、あなたがたとこの過越すぎこしの食事しょくじをしようと、切せつに望のぞんでいた。 16あなたがたに言いって置おくが、神かみの国くにで過越すぎこしが成就じょうじゅする時ときまでは、わたしは二度どと、この過越すぎこしの食事しょくじをすることはない」。 17そして杯さかずきを取とり、感謝かんしゃして言いわれた、「これを取とって、互たがいに分わけて飲のめ。 18あなたがたに言いっておくが、今いまからのち神かみの国くにが来くるまでは、わたしはぶどうの実みから造つくったものを、いっさい飲のまない」。 19またパンを取とり、感謝かんしゃしてこれをさき、弟子でしたちに与あたえて言いわれた、「これは、あなたがたのために与あたえるわたしのからだである。わたしを記念きねんするため、このように行おこないなさい」。 20食事しょくじののち、杯さかずきも同おなじ様ようにして言いわれた、「この杯さかずきは、あなたがたのために流ながすわたしの血ちで立たてられる新あたらしい契約けいやくである。 21しかし、そこに、わたしを裏切うらぎる者ものが、わたしと一緒いっしょに食卓しょくたくに手てを置おいている。 22人ひとの子こは定さだめられたとおりに、去さって行いく。しかし人ひとの子こを裏切うらぎるその人ひとは、わざわいである」。 23弟子でしたちは、自分じぶんたちのうちのだれが、そんな事ことをしようとしているのだろうと、互たがいに論ろんじはじめた。
    


    
      24それから、自分じぶんたちの中なかでだれがいちばん偉えらいだろうかと言いって、争論そうろんが彼かれらの間あいだに、起おこった。 25そこでイエスが言いわれた、「異邦いほうの王おうたちはその民たみの上うえに君臨くんりんし、また、権力けんりょくをふるっている者ものたちは恩人おんじんと呼よばれる。 26しかし、あなたがたは、そうであってはならない。かえって、あなたがたの中なかでいちばん偉えらい人ひとはいちばん若わかい者もののように、指導しどうする人ひとは仕つかえる者もののようになるべきである。 27食卓しょくたくにつく人ひとと給仕きゅうじする者ものと、どちらが偉えらいのか。食卓しょくたくにつく人ひとの方ほうではないか。しかし、わたしはあなたがたの中なかで、給仕きゅうじをする者もののようにしている。 28あなたがたは、わたしの試錬しれんのあいだ、わたしと一緒いっしょに最後さいごまで忍しのんでくれた人ひとたちである。 29それで、わたしの父ちちが国くにの支配しはいをわたしにゆだねてくださったように、わたしもそれをあなたがたにゆだね、 30わたしの国くにで食卓しょくたくについて飲のみ食くいをさせ、また位くらいに座ざしてイスラエルの十二の部族ぶぞくをさばかせるであろう。 31シモン、シモン、見みよ、サタンはあなたがたを麦むぎのようにふるいにかけることを願ねがって許ゆるされた。 32しかし、わたしはあなたの信仰しんこうがなくならないように、あなたのために祈いのった。それで、あなたが立たち直なおったときには、兄弟きょうだいたちを力ちからづけてやりなさい」。 33シモンが言いった、「主しゅよ、わたしは獄ごくにでも、また死しに至いたるまでも、あなたとご一緒いっしょに行いく覚悟かくごです」。 34するとイエスが言いわれた、「ペテロよ、あなたに言いっておく。きょう、鶏にわとりが鳴なくまでに、あなたは三度どわたしを知しらないと言いうだろう」。
    


    
      35そして彼かれらに言いわれた、「わたしが財布さいふも袋ふくろもくつも持もたせずにあなたがたをつかわしたとき、何なにかこまったことがあったか」。彼かれらは、「いいえ、何なにもありませんでした」と答こたえた。 36そこで言いわれた、「しかし今いまは、財布さいふのあるものは、それを持もって行いけ。袋ふくろも同様どうように持もって行いけ。また、つるぎのない者ものは、自分じぶんの上着うわぎを売うって、それを買かうがよい。 37あなたがたに言いうが、『彼かれは罪人つみびとのひとりに数かぞえられた』としるしてあることは、わたしの身みに成なしとげられねばならない。そうだ、わたしに係かかわることは成就じょうじゅしている」。 38弟子でしたちが言いった、「主しゅよ、ごらんなさい、ここにつるぎが二振ふりございます」。イエスは言いわれた、「それでよい」。
    


    
      39イエスは出でて、いつものようにオリブ山やまに行いかれると、弟子でしたちも従したがって行いった。 40いつもの場所ばしょに着ついてから、彼かれらに言いわれた、「誘惑ゆうわくに陥おちいらないように祈いのりなさい」。 41そしてご自分じぶんは、石いしを投なげてとどくほど離はなれたところへ退しりぞき、ひざまずいて、祈いのって言いわれた、 42「父ちちよ、みこころならば、どうぞ、この杯さかずきをわたしから取とりのけてください。しかし、わたしの思おもいではなく、みこころが成なるようにしてください」。 43そのとき、御使みつかいが天てんからあらわれてイエスを力ちからづけた。 44イエスは苦くるしみもだえて、ますます切せつに祈いのられた。そして、その汗あせが血ちのしたたりのように地ちに落おちた。 45祈いのりを終おえて立たちあがり、弟子でしたちのところへ行いかれると、彼かれらが悲かなしみのはて寝入ねいっているのをごらんになって 46言いわれた、「なぜ眠ねむっているのか。誘惑ゆうわくに陥おちいらないように、起おきて祈いのっていなさい」。
    


    
      47イエスがまだそう言いっておられるうちに、そこに群衆ぐんしゅうが現あらわれ、十二弟子でしのひとりでユダという者ものが先頭せんとうに立たって、イエスに接吻せっぷんしようとして近ちかづいてきた。 48そこでイエスは言いわれた、「ユダ、あなたは接吻せっぷんをもって人ひとの子こを裏切うらぎるのか」。 49イエスのそばにいた人ひとたちは、事ことのなりゆきを見みて、「主しゅよ、つるぎで切きりつけてやりましょうか」と言いって、 50そのうちのひとりが、祭司長さいしちょうの僕しもべに切きりつけ、その右みぎの耳みみを切きり落おとした。 51イエスはこれに対たいして言いわれた、「それだけでやめなさい」。そして、その僕しもべの耳みみに手てを触ふれて、おいやしになった。 52それから、自分じぶんにむかって来くる祭司長さいしちょう、宮守みやもりがしら、長老ちょうろうたちに対たいして言いわれた、「あなたがたは、強盗ごうとうにむかうように剣けんや棒ぼうを持もって出でてきたのか。 53毎日まいにちあなたがたと一緒いっしょに宮みやにいた時ときには、わたしに手てをかけなかった。だが、今いまはあなたがたの時とき、また、やみの支配しはいの時ときである」。
    


    
      54それから人々ひとびとはイエスを捕とらえ、ひっぱって大祭司だいさいしの邸宅ていたくへつれて行いった。ペテロは遠とおくからついて行いった。 55人々ひとびとは中庭なかにわのまん中なかに火ひをたいて、一緒いっしょにすわっていたので、ペテロもその中なかにすわった。 56すると、ある女中じょちゅうが、彼かれが火ひのそばにすわっているのを見み、彼かれを見みつめて、「この人ひともイエスと一緒いっしょにいました」と言いった。 57ペテロはそれを打うち消けして、「わたしはその人ひとを知しらない」と言いった。 58しばらくして、ほかの人ひとがペテロを見みて言いった、「あなたもあの仲間なかまのひとりだ」。するとペテロは言いった、「いや、それはちがう」。 59約やく一時間じかんたってから、またほかの者ものが言いい張はった、「たしかにこの人ひともイエスと一緒いっしょだった。この人ひともガリラヤ人びとなのだから」。 60ペテロは言いった、「あなたの言いっていることは、わたしにわからない」。すると、彼かれがまだ言いい終おわらぬうちに、たちまち、鶏にわとりが鳴ないた。 61主しゅは振ふりむいてペテロを見みつめられた。そのときペテロは、「きょう、鶏にわとりが鳴なく前まえに、三度どわたしを知しらないと言いうであろう」と言いわれた主しゅのお言葉ことばを思おもい出だした。 62そして外そとへ出でて、激はげしく泣ないた。
    


    
      63イエスを監視かんししていた人ひとたちは、イエスを嘲弄ちょうろうし、打うちたたき、 64目めかくしをして、「言いいあててみよ。打うったのは、だれか」ときいたりした。 65そのほか、いろいろな事ことを言いって、イエスを愚弄ぐろうした。
    


    
      66夜よが明あけたとき、人民じんみんの長老ちょうろう、祭司長さいしちょうたち、律法りっぽう学者がくしゃたちが集あつまり、イエスを議会ぎかいに引ひき出だして言いった、 67「あなたがキリストなら、そう言いってもらいたい」。イエスは言いわれた、「わたしが言いっても、あなたがたは信しんじないだろう。 68また、わたしがたずねても、答こたえないだろう。 69しかし、人ひとの子こは今いまからのち、全能ぜんのうの神かみの右みぎに座ざするであろう」。 70彼かれらは言いった、「では、あなたは神かみの子こなのか」。イエスは言いわれた、「あなたがたの言いうとおりである」。 71すると彼かれらは言いった、「これ以上いじょう、なんの証拠しょうこがいるか。われわれは直接ちょくせつ彼かれの口くちから聞きいたのだから」。
    

  


  


  
    第二十三章


    
      1群衆ぐんしゅうはみな立たちあがって、イエスをピラトのところへ連つれて行いった。 2そして訴うったえ出でて言いった、「わたしたちは、この人ひとが国民こくみんを惑まどわし、貢みつぎをカイザルに納おさめることを禁きんじ、また自分じぶんこそ王おうなるキリストだと、となえているところを目撃もくげきしました」。 3ピラトはイエスに尋たずねた、「あなたがユダヤ人じんの王おうであるか」。イエスは「そのとおりである」とお答こたえになった。 4そこでピラトは祭司長さいしちょうたちと群衆ぐんしゅうとにむかって言いった、「わたしはこの人ひとになんの罪つみもみとめない」。 5ところが彼かれらは、ますます言いいつのってやまなかった、「彼かれは、ガリラヤからはじめてこの所ところまで、ユダヤ全国ぜんこくにわたって教おしえ、民衆みんしゅうを煽動せんどうしているのです」。 6ピラトはこれを聞きいて、この人ひとはガリラヤ人びとかと尋たずね、 7そしてヘロデの支配下しはいかのものであることを確たしかめたので、ちょうどこのころ、ヘロデがエルサレムにいたのをさいわい、そちらへイエスを送おくりとどけた。 8ヘロデはイエスを見みて非常ひじょうに喜よろこんだ。それは、かねてイエスのことを聞きいていたので、会あって見みたいと長ながいあいだ思おもっていたし、またイエスが何なにか奇跡きせきを行おこなうのを見みたいと望のぞんでいたからである。 9それで、いろいろと質問しつもんを試こころみたが、イエスは何なにもお答こたえにならなかった。 10祭司長さいしちょうたちと律法りっぽう学者がくしゃたちとは立たって、激はげしい語調ごちょうでイエスを訴うったえた。 11またヘロデはその兵卒へいそつどもと一緒いっしょになって、イエスを侮辱ぶじょくしたり嘲弄ちょうろうしたりしたあげく、はなやかな着物きものを着きせてピラトへ送おくりかえした。 12ヘロデとピラトとは以前いぜんは互たがいに敵視てきししていたが、この日ひに親したしい仲なかになった。
    


    
      13ピラトは、祭司長さいしちょうたちと役人やくにんたちと民衆みんしゅうとを、呼よび集あつめて言いった、 14「おまえたちは、この人ひとを民衆みんしゅうを惑まどわすものとしてわたしのところに連つれてきたので、おまえたちの面前めんぜんでしらべたが、訴うったえ出でているような罪つみは、この人ひとに少すこしもみとめられなかった。 15ヘロデもまたみとめなかった。現げんに彼かれはイエスをわれわれに送おくりかえしてきた。この人ひとはなんら死しに当あたるようなことはしていないのである。 16だから、彼かれをむち打うってから、ゆるしてやることにしよう」。〔 17祭まつりごとにピラトがひとりの囚人しゅうじんをゆるしてやることになっていた。〕 18ところが、彼かれらはいっせいに叫さけんで言いった、「その人ひとを殺ころせ。バラバをゆるしてくれ」。 19このバラバは、都みやこで起おこった暴動ぼうどうと殺人さつじんとのかどで、獄ごくに投とうぜられていた者ものである。 20ピラトはイエスをゆるしてやりたいと思おもって、もう一度どかれらに呼よびかけた。 21しかし彼かれらは、わめきたてて「十字架じゅうじかにつけよ、彼かれを十字架じゅうじかにつけよ」と言いいつづけた。 22ピラトは三度目どめに彼かれらにむかって言いった、「では、この人ひとは、いったい、どんな悪事あくじをしたのか。彼かれには死しに当あたる罪つみは全まったくみとめられなかった。だから、むち打うってから彼かれをゆるしてやることにしよう」。 23ところが、彼かれらは大声おおごえをあげて詰つめ寄より、イエスを十字架じゅうじかにつけるように要求ようきゅうした。そして、その声こえが勝かった。 24ピラトはついに彼かれらの願ねがいどおりにすることに決定けっていした。 25そして、暴動ぼうどうと殺人さつじんとのかどで獄ごくに投とうぜられた者ものの方ほうを、彼かれらの要求ようきゅうに応おうじてゆるしてやり、イエスの方ほうは彼かれらに引ひき渡わたして、その意いのままにまかせた。
    


    
      26彼かれらがイエスをひいてゆく途中とちゅう、シモンというクレネ人びとが郊外こうがいから出でてきたのを捕とらえて十字架じゅうじかを負おわせ、それをになってイエスのあとから行いかせた。
    


    
      27大おおぜいの民衆みんしゅうと、悲かなしみ嘆なげいてやまない女おんなたちの群むれとが、イエスに従したがって行いった。 28イエスは女おんなたちの方ほうに振ふりむいて言いわれた、「エルサレムの娘むすめたちよ、わたしのために泣なくな。むしろ、あなたがた自身じしんのため、また自分じぶんの子供こどもたちのために泣なくがよい。 29『不妊ふにんの女おんなと子こを産うまなかった胎たいと、ふくませなかった乳房ちぶさとは、さいわいだ』と言いう日ひが、いまに来くる。 30そのとき、人々ひとびとは山やまにむかって、われわれの上うえに倒たおれかかれと言いい、また丘おかにむかって、われわれにおおいかぶされと言いい出だすであろう。 31もし、生木なまきでさえもそうされるなら、枯木かれきはどうされることであろう」。
    


    
      32さて、イエスと共ともに刑けいを受うけるために、ほかにふたりの犯罪はんざい人にんも引ひかれていった。 33されこうべと呼よばれている所ところに着つくと、人々ひとびとはそこでイエスを十字架じゅうじかにつけ、犯罪はんざい人にんたちも、ひとりは右みぎに、ひとりは左ひだりに、十字架じゅうじかにつけた。 34そのとき、イエスは言いわれた、「父ちちよ、彼かれらをおゆるしください。彼かれらは何なにをしているのか、わからずにいるのです」。人々ひとびとはイエスの着物きものをくじ引ひきで分わけ合あった。 35民衆みんしゅうは立たって見みていた。役人やくにんたちもあざ笑わらって言いった、「彼かれは他人たにんを救すくった。もし彼かれが神かみのキリスト、選えらばれた者ものであるなら、自分じぶん自身じしんを救すくうがよい」。 36兵卒へいそつどももイエスをののしり、近寄ちかよってきて酢すいぶどう酒しゅをさし出だして言いった、 37「あなたがユダヤ人じんの王おうなら、自分じぶんを救すくいなさい」。 38イエスの上うえには、「これはユダヤ人じんの王おう」と書かいた札ふだがかけてあった。
    


    
      39十字架じゅうじかにかけられた犯罪はんざい人にんのひとりが、「あなたはキリストではないか。それなら、自分じぶんを救すくい、またわれわれも救すくってみよ」と、イエスに悪口わるくちを言いいつづけた。 40もうひとりは、それをたしなめて言いった、「おまえは同おなじ刑けいを受うけていながら、神かみを恐おそれないのか。 41お互たがいは自分じぶんのやった事ことのむくいを受うけているのだから、こうなったのは当然とうぜんだ。しかし、このかたは何なにも悪わるいことをしたのではない」。 42そして言いった、「イエスよ、あなたが御国みくにの権威けんいをもっておいでになる時ときには、わたしを思おもい出だしてください」。 43イエスは言いわれた、「よく言いっておくが、あなたはきょう、わたしと一緒いっしょにパラダイスにいるであろう」。
    


    
      44時ときはもう昼ひるの十二時じごろであったが、太陽たいようは光ひかりを失うしない、全ぜん地ちは暗くらくなって、三時じに及およんだ。 45そして聖所せいじょの幕まくがまん中なかから裂さけた。 46そのとき、イエスは声こえ高たかく叫さけんで言いわれた、「父ちちよ、わたしの霊れいをみ手てにゆだねます」。こう言いってついに息いきを引ひきとられた。 47百卒長ひゃくそつちょうはこの有様ありさまを見みて、神かみをあがめ、「ほんとうに、この人ひとは正ただしい人ひとであった」と言いった。 48この光景こうけいを見みに集あつまってきた群衆ぐんしゅうも、これらの出来事できごとを見みて、みな胸むねを打うちながら帰かえって行いった。 49すべてイエスを知しっていた者ものや、ガリラヤから従したがってきた女おんなたちも、遠とおい所ところに立たって、これらのことを見みていた。
    


    
      50ここに、ヨセフという議員ぎいんがいたが、善良ぜんりょうで正ただしい人ひとであった。 51この人ひとはユダヤの町まちアリマタヤの出身しゅっしんで、神かみの国くにを待まち望のぞんでいた。彼かれは議会ぎかいの議決ぎけつや行動こうどうには賛成さんせいしていなかった。 52この人ひとがピラトのところへ行いって、イエスのからだの引取ひきとり方かたを願ねがい出でて、 53それを取とりおろして亜麻布あまぬのに包つつみ、まだだれも葬ほうむったことのない、岩いわを掘ほって造つくった墓はかに納おさめた。 54この日ひは準備じゅんびの日ひであって、安息日あんそくにちが始はじまりかけていた。 55イエスと一緒いっしょにガリラヤからきた女おんなたちは、あとについてきて、その墓はかを見み、またイエスのからだが納おさめられる様子ようすを見みとどけた。 56そして帰かえって、香料こうりょうと香油こうゆとを用意よういした。
    


    
      それからおきてに従したがって安息日あんそくにちを休やすんだ。
    

  


  


  
    第二十四章


    
      1週しゅうの初はじめの日ひ、夜明よあけ前まえに、女おんなたちは用意よういしておいた香料こうりょうを携たずさえて、墓はかに行いった。 2ところが、石いしが墓はかからころがしてあるので、 3中なかにはいってみると、主しゅイエスのからだが見当みあたらなかった。 4そのため途方とほうにくれていると、見みよ、輝かがやいた衣ころもを着きたふたりの者ものが、彼かれらに現あらわれた。 5女おんなたちは驚おどろき恐おそれて、顔かおを地ちに伏ふせていると、このふたりの者ものが言いった、「あなたがたは、なぜ生いきた方ほうを死人しにんの中なかにたずねているのか。 6そのかたは、ここにはおられない。よみがえられたのだ。まだガリラヤにおられたとき、あなたがたにお話はなしになったことを思おもい出だしなさい。 7すなわち、人ひとの子こは必かならず罪人つみびとらの手てに渡わたされ、十字架じゅうじかにつけられ、そして三日か目めによみがえる、と仰おおせられたではないか」。 8そこで女おんなたちはその言葉ことばを思おもい出だし、 9墓はかから帰かえって、これらいっさいのことを、十一弟子でしや、その他たみんなの人ひとに報告ほうこくした。 10この女おんなたちというのは、マグダラのマリヤ、ヨハンナ、およびヤコブの母ははマリヤであった。彼女かのじょたちと一緒いっしょにいたほかの女おんなたちも、このことを使徒しとたちに話はなした。 11ところが、使徒しとたちには、それが愚おろかな話はなしのように思おもわれて、それを信しんじなかった。〔 12ペテロは立たって墓はかへ走はしって行いき、かがんで中なかを見みると、亜麻布あまぬのだけがそこにあったので、事ことの次第しだいを不思議ふしぎに思おもいながら帰かえって行いった。〕
    


    
      13この日ひ、ふたりの弟子でしが、エルサレムから七マイルばかり離はなれたエマオという村むらへ行いきながら、 14このいっさいの出来事できごとについて互たがいに語かたり合あっていた。 15語かたり合あい論ろんじ合あっていると、イエスご自身じしんが近ちかづいてきて、彼かれらと一緒いっしょに歩あるいて行いかれた。 16しかし、彼かれらの目めがさえぎられて、イエスを認みとめることができなかった。 17イエスは彼かれらに言いわれた、「歩あるきながら互たがいに語かたり合あっているその話はなしは、なんのことなのか」。彼かれらは悲かなしそうな顔かおをして立たちどまった。 18そのひとりのクレオパという者ものが、答こたえて言いった、「あなたはエルサレムに泊とまっていながら、あなただけが、この都みやこでこのごろ起おこったことをご存ぞんじないのですか」。 19「それは、どんなことか」と言いわれると、彼かれらは言いった、「ナザレのイエスのことです。あのかたは、神かみとすべての民衆みんしゅうとの前まえで、わざにも言葉ことばにも力ちからある預言者よげんしゃでしたが、 20祭司長さいしちょうたちや役人やくにんたちが、死刑しけいに処しょするために引ひき渡わたし、十字架じゅうじかにつけたのです。 21わたしたちは、イスラエルを救すくうのはこの人ひとであろうと、望のぞみをかけていました。しかもその上うえに、この事ことが起おこってから、きょうが三日か目めなのです。 22ところが、わたしたちの仲間なかまである数人すうにんの女おんなが、わたしたちを驚おどろかせました。というのは、彼かれらが朝あさ早はやく墓はかに行いきますと、 23イエスのからだが見当みあたらないので、帰かえってきましたが、そのとき御使みつかいが現あらわれて、『イエスは生いきておられる』と告つげたと申もうすのです。 24それで、わたしたちの仲間なかまが数人すうにん、墓はかに行いって見みますと、果はたして女おんなたちが言いったとおりで、イエスは見当みあたりませんでした」。 25そこでイエスが言いわれた、「ああ、愚おろかで心こころのにぶいため、預言者よげんしゃたちが説といたすべての事ことを信しんじられない者ものたちよ。 26キリストは必かならず、これらの苦難くなんを受うけて、その栄光えいこうに入はいるはずではなかったのか」。 27こう言いって、モーセやすべての預言者よげんしゃからはじめて、聖書せいしょ全体ぜんたいにわたり、ご自身じしんについてしるしてある事ことどもを、説ときあかされた。 28それから、彼かれらは行いこうとしていた村むらに近ちかづいたが、イエスがなお先さきへ進すすみ行いかれる様子ようすであった。 29そこで、しいて引ひき止とめて言いった、「わたしたちと一緒いっしょにお泊とまり下ください。もう夕暮ゆうぐれになっており、日ひもはや傾かたむいています」。イエスは、彼かれらと共ともに泊とまるために、家いえにはいられた。 30一緒いっしょに食卓しょくたくにつかれたとき、パンを取とり、祝福しゅくふくしてさき、彼かれらに渡わたしておられるうちに、 31彼かれらの目めが開ひらけて、それがイエスであることがわかった。すると、み姿すがたが見みえなくなった。 32彼かれらは互たがいに言いった、「道々みちみちお話はなしになったとき、また聖書せいしょを説とき明めいしてくださったとき、お互たがいの心こころが内うちに燃もえたではないか」。 33そして、すぐに立たってエルサレムに帰かえって見みると、十一弟子でしとその仲間なかまが集あつまっていて、 34「主しゅは、ほんとうによみがえって、シモンに現あらわれなさった」と言いっていた。 35そこでふたりの者ものは、途中とちゅうであったことや、パンをおさきになる様子ようすでイエスだとわかったことなどを話はなした。 36こう話はなしていると、イエスが彼かれらの中なかにお立たちになった。〔そして「やすかれ」と言いわれた。〕 37彼かれらは恐おそれ驚おどろいて、霊れいを見みているのだと思おもった。 38そこでイエスが言いわれた、「なぜおじ惑まどっているのか。どうして心こころに疑うたがいを起おこすのか。 39わたしの手てや足あしを見みなさい。まさしくわたしなのだ。さわって見みなさい。霊れいには肉にくや骨ほねはないが、あなたがたが見みるとおり、わたしにはあるのだ」。〔 40こう言いって、手てと足あしとをお見みせになった。〕 41彼かれらは喜よろこびのあまり、まだ信しんじられないで不思議ふしぎに思おもっていると、イエスが「ここに何なにか食物しょくもつがあるか」と言いわれた。 42彼かれらが焼やいた魚うおの一きれをさしあげると、 43イエスはそれを取とって、みんなの前まえで食たべられた。
    


    
      44それから彼かれらに対たいして言いわれた、「わたしが以前いぜんあなたがたと一緒いっしょにいた時分じぶんに話はなして聞きかせた言葉ことばは、こうであった。すなわち、モーセの律法りっぽうと預言よげん書しょと詩篇しへんとに、わたしについて書かいてあることは、必かならずことごとく成就じょうじゅする」。 45そこでイエスは、聖書せいしょを悟さとらせるために彼かれらの心こころを開ひらいて 46言いわれた、「こう、しるしてある。キリストは苦くるしみを受うけて、三日か目めに死人しにんの中なかからよみがえる。 47そして、その名なによって罪つみのゆるしを得えさせる悔改くいあらためが、エルサレムからはじまって、もろもろの国民こくみんに宣のべ伝つたえられる。 48あなたがたは、これらの事ことの証人しょうにんである。 49見みよ、わたしの父ちちが約束やくそくされたものを、あなたがたに贈おくる。だから、上うえから力ちからを授さづけられるまでは、あなたがたは都みやこにとどまっていなさい」。
    


    
      50それから、イエスは彼かれらをベタニヤの近ちかくまで連つれて行いき、手てをあげて彼かれらを祝福しゅくふくされた。 51祝福しゅくふくしておられるうちに、彼かれらを離はなれて、〔天てんにあげられた。〕 52彼かれらは〔イエスを拝はいし、〕非常ひじょうな喜よろこびをもってエルサレムに帰かえり、 53絶たえず宮みやにいて、神かみをほめたたえていた。
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